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一
、
は
じ
め
に

　

前
稿
（
一
）
で
は
、江
戸
城
西
丸
へ
の
献
上
本
の
扣
え
と
考
え
ら
れ
る
、

観
世
文
庫
の
江
戸
中
期
写
の
謡
本
の
書
誌
を
紹
介
し
、
享
保
十
四
年
の
年

記
を
持
つ
献
上
識
語
が
多
い
こ
と
や
、
こ
れ
ら
の
殆
ど
が
外
組
に
属
す
る

曲
の
謡
本
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
示
し
た
。
江
戸
城
西
丸
は
将
軍
嗣
子
の
徳

川
家
重
が
い
た
所
で
あ
り
、
享
保
十
一
年
五
月
に
家
重
の
能
の
稽
古
の
指

南
役
を
命
じ
ら
れ
た
観
世
清
親
が
、
享
保
十
四
年
前
後
に
家
重
に
謡
本
を

献
上
し
た
際
、
大
久
保
往
忠
か
ら
文
句
の
改
訂
を
指
示
さ
れ
て
い
る
例
も

あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、「
家
重
公
御
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
室
町
期
〕

写
謡
本
の
改
訂
書
入
れ
が
、
西
丸
へ
の
献
上
本
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
、
西
丸
へ
の
献
上
本
の
本
文
を
さ
ら
に
改
訂
す
る
形
で
、
後
の
明
和

改
正
謡
本
に
至
る
本
文
改
訂
が
行
わ
れ
た
可
能
性
に
も
言
及
し
た
。

　

西
丸
へ
の
献
上
本
の
扣
え
に
つ
い
て
は
、
主
に
紺
表
紙
の
一
群
と
、
石

畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
の
一
群
と
、
渋
表
紙
の
一
群
の
謡
本
が
あ
る
。
ま
ず

は
、
こ
の
う
ち
紺
表
紙
の
一
群
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
本
文
を
検
討
す
る
。

具
体
的
に
は
、
観
世
文
庫
の
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
（
100
／
16
／
1
─

19
）

の
十
九
冊
（〔
江
戸
中
期
〕
写
、袋
綴
、二
四
・
八
×
一
七
・
八
糎
）
の
う
ち
、

西
丸
へ
の
献
上
識
語
が
あ
る
十
冊
が
対
象
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち

「〔
和
布
刈
〕」
と
「
大
社
」
に
つ
い
て
は
、
明
和
改
正
謡
本
の
準
備
段
階

の
稿
本
と
し
て
知
ら
れ
る
「
爐
雪
集
」
仁
・
義
・
礼
の
三
冊
と
同
様
の
性

享
保
期
の
江
戸
城
西
丸
へ
の
謡
本
献
上
と
謡
曲
改
訂
（
二
）

高　

橋　

悠　

介
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格
を
持
っ
た
観
世
文
庫
の
二
十
番
綴
本
（
８
／
４
）
の
中
に
も
同
じ
曲
目

が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
本
文
と
も
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
日
を
期
し
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
そ
れ
以
外
の
八
曲
、
輪
蔵
・〔
花

月
〕・
岩
舩
・
鶴
亀
・
土
蜘
蛛
・
半
蔀
・
藍
染
川
・〔
小
鍛
冶
〕
の
本
文
を

検
討
す
る
。

　

そ
の
際
、
こ
れ
ら
の
謡
本
の
前
後
に
位
置
す
る
版
本
と
し
て
、
江
戸
中

期
に
広
く
流
布
し
た
外
組
版
の
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
、
及
び

特
異
な
本
文
を
持
つ
明
和
改
正
謡
本
と
対
校
す
る
。
ま
た
、当
該
曲
に
「
家

重
公
御
本
」
と
記
さ
れ
た
本
や
、
同
様
に
江
戸
城
西
丸
へ
の
献
上
識
語
を

持
つ
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
が
あ
る
場
合
は
、
併
せ
て
対
校
す
る1
。

　

元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
は
、
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
五
234
の
外

組
二
十
冊
百
番
本
を
用
い
た2
。
た
だ
し
、
輪
蔵
は
こ
の
外
組
百
番
に
は
含

ま
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
百
番
本
を
補
う
形
で
刊
行
さ
れ
た
、
同
年
同
人
の

刊
記
を
持
つ
六
冊
三
十
番
本
（
鴻
山
文
庫
五
235
）
を
対
校
に
用
い
た
。
な

お
、
前
稿
（
一
）
に
お
い
て
、
東
方
朔
の
西
丸
献
上
本
扣
え
の
本
文
を
検

討
す
る
に
あ
た
り
、〔
元
禄
三
年
六
月
〕
刊
本
と
し
て
、
観
世
文
庫
の
無

刊
記
の
五
番
綴
謡
本
（
６
／
２
／
３
）
を
用
い
た
が
、
本
書
は
元
禄
三
年

六
月
刊
本
の
覆
刻
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
後
か
ら
気
づ
い
た
。
元
禄
三
年
六

月
の
山
本
長
兵
衛
の
刊
記
を
持
つ
観
世
文
庫
の
茶
色
布
目
表
紙
五
番
綴
謡

本
（
86
／
３
／
７
）
と
同
版
で
あ
る
こ
と
か
ら
〔
元
禄
三
年
六
月
〕
刊
本

と
位
置
づ
け
、
無
刊
記
本
の
方
を
、
書
入
れ
も
含
め
、
対
校
本
と
し
て
用

い
た
も
の
の
、
茶
色
布
目
表
紙
謡
本
（
86
／
３
／
７
）
自
体
が
、
元
禄
三

年
六
月
刊
本
を
刊
記
ご
と
覆
刻
し
た
謡
本
で
あ
っ
た
。
覆
刻
に
修
が
加

わ
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
校
異
と
し
て
掲
出
し
た
本
文
自
体
は

変
わ
ら
な
い
こ
と
は
改
め
て
確
認
し
た
が
、
不
適
切
な
処
置
で
あ
っ
た
こ

と
を
お
詫
び
す
る
。

　

明
和
改
正
謡
本
は
、
従
来
の
内
組
・
外
組
の
構
成
を
大
き
く
変
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
元
禄
三
年
六
月
刊
本
で
外
組
に
入
っ
て
い
る
曲
の
一
部
が
、

明
和
刊
本
で
は
内
組
に
入
っ
て
い
る
（
今
回
の
対
象
曲
で
は
、
半
蔀
と
花

月
が
明
和
本
で
は
内
組
）。
対
校
本
に
は
、
観
世
文
庫
蔵
81
／
1
／
1
─

20

（
内
組
百
番
）・
同
81
／
2
／
1
─

20
（
外
組
百
番
）
を
用
い
た
。
明
和
刊

本
の
内
組
に
つ
い
て
は
、
大
森
雅
子
氏
が
甲
乙
丙
に
分
類
し
た
三
種
の
版

が
知
ら
れ
て
い
る
が3
、
81
／
1
／
1
─

20
は
こ
の
う
ち
後
修
本
の
乙
類
に

相
当
す
る
。
以
上
に
つ
い
て
、
次
の
略
号
を
用
い
て
主
な
校
異
を
示
す
。

［
西
］：
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
（
観
世
文
庫
100
／
16
／
1
─

19
）

［
元
］：
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
五
234
・

五
235
）
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［
石
］：
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
「
半
蔀
」「
岩
舟
」「
靏
亀
」「
輪
蔵
」

（
観
世
文
庫
123
／
2
／
８
・
34
・
42
・
44
）

［
家
］：「
家
重
公
御
本
」
と
追
記
さ
れ
た
元
盛
筆
小
型
本
「
輪
蔵
」（
観
世

文
庫
）、
及
び
紺
表
紙
中
本
「
花
月
」（
観
世
文
庫
２
／
６
／
５
）

［
明
］：
明
和
改
正
謡
本
（
観
世
文
庫
81
／
1
／
1
─

20
及
び
81
／
２
／
1

─

20
）

　

当
該
校
異
の
位
置
は
［
元
］
で
の
丁
付
に
よ
り
示
し
た
。
最
初
に
、「
家

重
公
御
本
」と
記
さ
れ
た
写
本
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
る「
輪
蔵
」「
花
月
」、

次
に
西
丸
献
上
を
示
す
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
に
も
同
じ
曲
目
が
あ

る
「
岩
舩
」「
鶴
亀
」「
半
蔀
」
を
取
り
上
げ
（
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡

本
に
は
、
輪
蔵
も
含
ま
れ
る
）、
最
後
に
そ
れ
以
外
の
「
土
蜘
蛛
」「
藍
染

川
」「
小
鍛
冶
」
を
取
り
上
げ
る
。

　

な
お
、
漢
字
の
宛
て
方
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
謡
う
際
に
同
じ
音
に
な

る
詞
（
振
仮
名
や
胡
麻
点
の
数
も
勘
案
）
は
、
原
則
的
に
は
校
異
に
取
っ

て
い
な
い
。
例
え
ば
、
濁
音
の
有
無
、「
宣
へ
は
」
と
「
の
給
へ
は
」、「
い

つ
く
」
と
「
何
国
」、
助
動
詞
の
「
ら
む
」
と
「
ら
ん
」
の
違
い
な
ど
は

校
異
に
取
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
同
じ
音
に
な
る
別
表
記
で
も
、
意
味

の
違
い
や
見
消
線
の
性
格
を
考
え
る
参
考
と
し
て
、
校
異
に
含
め
た
場
合

も
あ
る
。
役
名
の
違
い
も
多
く
は
校
異
に
取
っ
て
い
な
い
。
印
面
で
「
。」

に
近
い
形
の
区
切
点
は
、
読
点
に
置
き
換
え
て
い
る
。
明
和
本
に
は
全
体

に
振
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
校
異
掲
出
に
あ
た
っ
て
振
仮
名
は
省
略

し
た
。［　

］
内
に
複
数
の
伝
本
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
、
表
記
は
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
最
初
の
本
の
本
文
を
掲
出
し
て
い
る
。
な

お
、
見
消
や
胡
粉
等
に
よ
る
改
訂
の
後
の
本
文
が
、
他
本
と
一
致
す
る
場

合
で
も
、
見
消
や
胡
粉
等
の
状
況
を
示
す
た
め
、
分
け
て
個
別
に
本
文
を

示
し
た
。二

、「
家
重
公
御
本
」
と
西
丸
献
上
本

◆
輪
蔵

＊
［
西
］（
100
／
16
／
1
）
識
語
「
十
二
月
五
日
西
丸
へ
上
ル
」（
青
筆
）。

［
石
］（
123
／
2
／
44
）
識
語
「
十
二
月
五
日
西
丸
江
上
ル
」（
朱
筆
）。

以
上
の
月
日
が
、［
家
］
末
尾
に
青
筆
で
書
入
れ
ら
れ
た
「
家
重
公
御

本　

十
二
月
五
日　

清
親
（
花
押
）」
と
合
致
す
る
。

　

上
記
十
曲
の
う
ち
、「
輪
蔵
」
と
「
花
月
」
に
は
、「
家
重
公
御
本
」
と

記
さ
れ
た
写
本
が
知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ま
ず
こ
の
二
曲
に
つ
い
て
、
関
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係
諸
本
の
校
異
を
挙
げ
る
。
前
稿
で
示
し
た
「
家
重
公
御
本
」
と
記
さ
れ

た
写
本
五
点
の
う
ち
、「
輪
蔵
」
は
未
検
出
で
実
見
し
て
い
な
い
が
、
野

上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
「
観
世
宗
家
所
蔵
文
書
目
録
（
付
解

題
）」４
の
「
四
、
室
町
期
上
掛
り
謡
本
」
に
は
、
101
「
元
盛
筆
小
型
本
『
輪

蔵
』
一
冊
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
解
題
が
あ
る
。

「
164
×
121
。帖
装
。紺
表
紙
。金
銀
泥
模
様
入
り
水
色
題
箋
。料
紙
斐
紙
。

墨
付
13
丁
（
余
白
三
丁
）。
内
題
な
し
（
一
行
あ
け
る
）。
平
仮
名
書
。

片
面
六
丁
。
節
付
墨
筆
。
最
終
丁
裏
の
左
下
に
「
元
盛
」
と
あ
り
、

元
盛
の
自
筆
謡
本
と
認
め
得
る
。
朱
と
青
で
文
句
と
節
の
直
し
が
書

き
込
ま
れ
、
余
白
第
二
丁
に
青
筆
で
「
家
重
公
御
本　

十
二
月
五
日

　

清
親
（
花
押
）」
と
あ
る
。
朱
筆
の
直
し
は
、
同
種
の
識
語
を
持

つ
本
（
78
ホ
の
鷺
な
ど
）
と
同
様
、
重
成
・
重
清
・
重
記
の
い
ず
れ

か
の
本
に
基
づ
い
て
清
親
が
校
合
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
句
は
今
と

小
異
の
み
。
表
紙
に
清
親
章
な
る
由
の
先
代
左
近
氏
の
鑑
定
書
を
貼

付
す
る
。」

こ
の
本
文
を
［
家
］
と
し
て
示
し５
、［
石
］：
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本

「
輪
蔵
」（
123
／
2
／
44
）
も
併
せ
、
元
禄
三
年
六
月
刊
本
、
明
和
二
年
六

月
刊
本
と
の
距
離
を
測
る
べ
く
、
五
本
の
本
文
の
主
な
異
同
を
挙
げ
る
。

【
１
オ
】

［
元
石
明
］
志
浅
か
ら
す
候
へ
と
も

［
家
］
心
さ
し
浅
か
ら
す
（
末
尾
に
「
候
へ
と
も
」
傍
記
）

［
西
］
心
浅
か
ら
す
候
へ
共
（「
心
」
の
後
に
「
ざ
し
」
と
朱
傍
記
）

［
元
西
石
明
］
是
よ
り
や
か
て

［
家
］
そ
れ
よ
り
や
か
て
（「
そ
」
傍
線
見
消
、「
こ
」
と
傍
記
）

【
１
ウ
】

［
元
家
西
石
］
日
も
重
れ
は
程
も
な
く

［
明
］
日
も
長
閑
な
る
ゆ
ふ
ば
な
の

［
元
］
急
候
程
に

［
家
］
急
候
程
に
（
後
に
「
是
は
は
や
」
と
傍
記
）

［
西
石
］
急
候
程
に
、
是
は
ゝ
や

［
明
］
是
は
は
や

【
２
オ
】

［
元
］
結
縁
の
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［
家
西
石
］
結
縁
を

［
明
］
皆
人
の

［
元
石
］
御
神
の
誓
ひ

［
家
］
故
人
の
ち
か
ひ
（「
故
人
」
傍
線
見
消
、「
御
神
」
と
太
字
傍
記
）

［
西
］
御
神
の
誓
ひ
（「
御
」
朱
見
消
）

［
明
］
神
の
ち
か
ひ

［
元
明
］
普
建
普
成

［
家
］
ふ
も
ん
ふ
け
む

［
西
］
普
文
普
賢
（「
文
」
朱
線
見
消
、「
成
」
と
朱
傍
記
。「
賢
」
朱
線
見

消
、「
建
」
と
朱
傍
記
）

［
石
］
普
文
普
現

［
元
明
］
御
身
は
筑
前
の

［
家
］
は
ち
く
せ
ん
の
（
前
に
「
御
身
」
と
傍
記
）

［
西
］
は
筑
紫
の
（「
は
」
朱
線
見
消
、「
御
身
は
」
と
朱
傍
記
。「
紫
」
朱

線
見
消
、「
前
」
と
朱
傍
記
）

［
石
］
は
筑
前
の
（「
は
」
見
消
、「
御
身
は
」
と
傍
記
）

【
２
オ
】

［
元
明
］
荒
愚
の
仰
や
な

［
家
］
を
ろ
か
の
仰
せ
や
（
前
に
「
あ
ら
」
挿
入
、
後
に
「
な
」
傍
記
）

［
西
］
愚
か
の
仰
せ
や
（
前
に
「
あ
ら
」
朱
書
挿
入
、後
に
「
な
」
朱
傍
記
）

［
石
］
お
ろ
か
の
仰
や
（
前
に
「
荒
」
挿
入
、
後
に
「
な
」
傍
記
）

【
３
オ
】

［
元
家
西
石
］
其
中
に

［
明
］
其
中
な
る

【
３
ウ
】

［
元
家
西
石
］
北
野
宮
居

［
明
］
北
野
の
宮
居

【
４
オ
】

［
元
明
］
御
僧
の
お
か
ま
ん
と
は

［
家
］
御
身
の
お
か
ま
む
と
は
（「
身
」
線
で
見
消
、「
僧
」
と
傍
記
）

［
西
］
御
身
の
拝
ま
ん
と
は
（「
身
」
朱
で
見
消
、「
僧
」
と
朱
傍
記
）
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［
石
］
御
身
の
お
か
ま
ん
と
は
（「
身
」
見
消
、「
僧
」
と
傍
記
）

［
元
家
西
石
］
御
事
な
れ
と
も

［
明
］
御
事
な
り

［
元
家
西
石
］
御
経
に
を
ひ
て

［
明
］
御
経
に
そ
ひ
て

［
元
明
］
普
建
普
成

［
家
］
ふ
も
ん
ふ
け
ん

［
西
］
普
文
普
賢
（「
文
」
に
「
成
」
と
朱
傍
記
。「
賢
」
朱
線
見
消
、「
建
」

と
朱
傍
記
）

［
石
］
普
成
普
建
（「
文
」
を
胡
粉
抹
消
し
「
成
」
と
上
書
、「
賢
」
を
胡

粉
抹
消
し
「
建
」
と
上
書
）

【
５
オ
】

［
元
明
］
行
道

［
西
］
経
道
（「
経
」
に
「
行
」
と
朱
傍
記
）

［
家
石
］
き
や
う
た
う

【
５
ウ
】

［
元
明
］
普
建
普
成

［
家
］
ふ
も
ん
ふ
け
む

［
西
］
普
文
普
賢
（「
文
」
に
「
成
」
と
朱
傍
記
）

［
石
］
普
成
普
建
（「
文
」
を
胡
粉
抹
消
し
「
成
」
と
上
書
、「
賢
」
を
胡

粉
抹
消
し
「
建
」
と
上
書
）

【
６
オ
】

［
元
家
西
石
］
竹
杖
に
す
か
り

［
明
］
つ
え
に
す
が
り

【
６
ウ
】

［
元
家
西
石
］
十
二
天
の
其
う
ち
に

［
明
］
十
二
天
の
其
中
な
る

［
元
明
］
行
道

［
家
石
］
き
や
う
た
う

［
西
］
経
道
（「
経
」
朱
で
見
消
、「
行
」
と
朱
傍
記
）
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【
７
オ
】

［
元
家
西
］
披
見
の
其
後

［
明
］
披
見
終
れ
ば

［
元
家
西
石
］
傳
大
士
伴
ひ

［
明
］
ふ
だ
い
じ
同
く

　
「
輪
蔵
」
は
、
そ
も
そ
も
〔
室
町
〕
写
本
の
［
家
］
の
本
文
が
そ
れ
程

大
き
く
変
わ
ら
ず
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
例
で
、
加
え
て
、
元
禄
三
年
刊

本
と
明
和
改
正
謡
本
と
の
異
同
が
少
な
い
例
と
い
え
る
。
そ
れ
で
も
、
１

ウ
の
道
行
の
［
明
］「
日
も
長
閑
な
る
ゆ
ふ
ば
な
の
」
の
よ
う
に
、
明
和

刊
本
だ
け
が
異
な
る
本
文
を
持
つ
箇
所
が
複
数
あ
り
、
こ
れ
ら
は
明
和
時

の
改
訂
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
２
オ
の［
明
］「
神
の
ち
か
ひ
」は
、

［
家
］
の
改
訂
本
文
と
［
西
］
の
も
と
の
本
文
や
［
石
］
の
本
文
が
、［
元
］

と
一
致
す
る
一
方
で
、［
西
］
の
朱
に
よ
る
改
訂
本
文
が
明
和
本
と
一
致

し
て
い
る
。

　
［
元
］「
急
候
程
に
」
を
［
明
］
が
「
是
は
は
や
」
と
し
て
い
る
の
は
、

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
に
十
代
将
軍
と
な
っ
た
徳
川
家
治
の
御
台
所
、

五
十
宮
倫
子
の
名
前
を
憚
っ
た
翳
詞
だ
が
、［
家
］
の
改
訂
本
文
で
も
［
西

石
］で
も「
急
候
程
に
」は
削
ら
れ
て
お
ら
ず
、［
家
］の
改
訂
書
入
れ
や［
西

石
］
の
書
入
れ
が
明
和
改
正
の
直
前
に
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
た
だ
、
全
体
的
に
異
同
が
少
な
く
、
こ
の
曲
だ
け
で
傾
向

を
見
出
す
の
は
難
し
い
。

◆
花
月

＊
［
西
］（
100
／
16
／
14
）
識
語
「
十
二
月
六
日
西
丸
江
上
ル
」（
朱
筆
）。

　
「
花
月
」
に
つ
い
て
も
、「
家
重
公
御
本
」
と
記
さ
れ
た
〔
室
町
〕
写
本

が
存
在
す
る
。
そ
の
書
誌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
紺
表
紙
中
本
「
花
月
」（
観
世
文
庫
2
／
8
／
6
）　
〔
室
町
期
〕
写

　

袋
綴
一
冊
。
紺
表
紙
（
一
九
・
二
×
一
二
・
八
糎
）
左
上
に
金
泥
草
模

様
入
朱
題
簽
を
貼
り
「
花
月
」
と
墨
書
。
表
紙
右
上
に
「〈
十
二
世
重
賢

　

十
三
世
重
記
／
十
一
世
重
清　

十
四
世
清
親
〉
章　
（
二
十
四
世
観
世

元
滋
花
押
）
調
」
と
記
し
た
近
代
の
素
紙
を
貼
る
。
全
十
二
丁
、
墨
付
十

二
丁
。
内
題
な
し
。
片
面
六
行
。
全
体
に
朱
と
青
と
茶
と
薄
紫
色
の
四
色

の
書
入
れ
で
詞
章
改
訂
や
節
付
の
直
し
を
施
し
て
い
る
。
末
尾
に
次
の
奥
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書
が
あ
る
。

「	

重
賢
（
花
押
）

　

承
應
二
癸

巳
八
月
廿
八
日	

重
清
（
花
押
）

	

重
記
（
花
押
）

　

家
重
公
御
本

　
　
　
　
　

十
二
月
六
日　
　
　
　
　
　
　

清
親
（
花
押
）」

こ
の
う
ち
、「
重
賢
（
花
押
）」
は
茶
色
、「
承
應
二
癸

巳
八
月
廿
八
日　

重

清
（
花
押
）」
は
朱
、「
重
記
（
花
押
）」
は
薄
紫
色
、「
家
重
公
御
本
／
十

二
月
六
日　

清
親
（
花
押
）」
は
青
色
の
筆
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
全
て

一
筆
で
、
清
親
が
重
賢
・
重
清
・
重
記
に
よ
る
本
に
基
づ
い
て
本
文
に
書

入
れ
た
、
そ
の
色
分
け
と
こ
の
奥
書
の
色
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
本
を
［
家
］
と
し
て
、
以
下
四
本
の
異
同
を
示
す
。

【
１
オ
】

［
元
西
明
］
も
ち
て
候
を

［
家
］
持
て
候
し
を
（「
候
し
」
朱
線
見
消
、「
候
」
と
朱
傍
記
）

［
元
］
七
歳
と
申
し
春
の
比
、
行
ゑ
も
し
ら
す
失
ひ
て
候
程
に

［
家
西
明
］
い
つ
く
共
な
く
失
ひ
て
候
程
に

【
１
ウ
】

［
元
家
西
］
生
れ
ぬ
さ
き
の
身
を
し
れ
は
、〳
〵
、憐
れ
む
へ
き
親
も
な
し
、

お
や
の
な
け
れ
は
、
我
た
め
に
心
を
と
む
る
子
も
な
し
、
千
里
を
行
も

遠
か
ら
す
、
野
に
臥
山
に
と
ま
る
身
も
見
そ
誠
の
す
み
か
な
る
、
〳
〵

［
明
］
な
か
ぬ
烏
の
こ
ゑ
き
け
ど
、
〳
〵
、
生
れ
ぬ
先
の
父
は
今
、
し
ら

ず
し
ら
ね
ば
ま
し
て
猶
、
此
世
の
子
を
ば
し
る
べ
き
、
や
み
を
も
闇
と

思
は
ね
ば
、
道
に
も
ま
よ
ふ
こ
と
は
な
し
、
よ
し
や
迷
ふ
と
、
ま
よ
は

じ
な
、
〳
〵

［
元
］
や
う
〳
〵
急
候
程
に
、
是
は
花
の
都
に
着
て
候

［
家
］
漸
急
候
間
是
は
花
の
都
に
付
て
候
（「
漸
」
を
朱
線
見
消
。「
間
」

を
朱
線
見
消
、「
ほ
と
に
」
と
朱
傍
記
。「
花
の
」
を
見
消
、「
は
や
」

と
朱
傍
記
し
、
そ
の
下
に
青
で
「
花
の
」、
茶
で
「
花
の
」
と
傍
記
）

［
西
］
急
候
程
に
、
是
は
は
や
花
の
都
に
着
て
候

［
明
］
是
は
は
や
都
に
着
て
候
、

【
２
オ
】

［
元
西
明
］
清
水
に
参
り
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［
家
］
清
水
へ
参
（「
へ
」
朱
で
見
消
、「
に
ま
い
り
」
と
朱
傍
記
）

＊
［
家
］［
西
］［
明
］
は
、ワ
キ
台
詞
「
な
ふ
〳
〵
」
以
下
、狂
言
台
詞
「
心

得
申
候
」
ま
で
の
、
ワ
キ
と
狂
言
の
問
答
を
載
せ
る
。［
元
］
は
掲
載

を
省
略
し
て
お
り
（
た
だ
し
、
一
部
だ
け
対
応
す
る
記
事
あ
り
）、
そ

の
部
分
は
［
西
］［
家
］［
明
］
の
異
同
箇
所
の
み
掲
出
す
る
。

［
家
］
な
う
〳
〵
是
な
る
人
是
は
遥
の
遠
國
の
者
に
て
候
、
承
及
た
る
清

水
へ
参
候
か
御
参
候
は
ゝ
御
供
申
度
候
（
二
箇
所
、
青
線
見
消
）

［
西
］
な
ふ
な
ふ
是
は
遥
の
遠
国
の
者
に
て
候
、
御
参
り
候
は
ゝ
御
供
申

度
候

［
明
］
な
ふ
〳
〵
あ
れ
な
る
人
に
申
べ
き
事
の
候　
狂
言
＼
何
事
に
て
候
ぞ

　
ワ
キ
＼
是
は
遠
国
の
者
に
て
候
、
清
水
へ
御
参
候
は
ゞ
御
供
申
候
べ
し

［
家
］
安
き
事
御
供
申
て
参
候
へ
し

［
西
］
安
き
事
候
供
申
て
参
り
候
へ
し

［
明
］
安
き
御
事
に
て
候
さ
ら
ば
御
供
申
候
べ
し

［
家
］
さ
て
此
こ
ろ
都
は
い
か
様
の
面
白
事
か
御
座
候
（「
都
」
の
後
に
青

で
「
に
」
挿
入
。「
の
」
朱
で
見
消
、「
な
る
」
と
朱
傍
記
。「
面
白
」

の
後
に
青
で
「
き
」
挿
入
、「
か
」
を
青
線
見
消
、「
の
」
と
青
で
傍
記
、

末
尾
「
候
」
の
後
に
青
で
「
そ
」
と
挿
入
）

［
西
］
扨
此
比
都
に
は
い
か
様
な
る
面
白
き
事
の
御
座
候
そ

［
明
］
さ
て
此
ご
ろ
何
に
て
も
面
白
き
事
は
な
く
候
か

［
家
］
都
は
い
つ
も
い
ろ
〳
〵
さ
ま
〳
〵
の
御
事
御
座
候
中
に
（
二
箇
所
、

青
線
見
消
。
末
尾
「
に
」
の
後
に
青
で
「
も
」
と
挿
入
）

［
西
］
都
は
い
つ
も
様
々
の
事
御
座
候
中
に
も

［
明
］
さ
む
候
い
つ
も
様
々
の
面
白
き
事
御
座
候
中
に
も
、

［
家
］
花
月
と
申
て
御
喝
食
の
御
座
候
か
、
い
き
や
う
の
御
姿
に
て
面
白

く
御
く
る
ひ
候（「
御
」青
線
見
消
。
末
尾「
候
」の
後
に
薄
紫
色
で「
間

よ
ひ
出
し
御
目
に
か
け
候
へ
し
」
と
傍
記
）

［
西
］
花
月
と
申
て
喝
食
の
御
座
候
か
異
形
の
御
姿
に
て
面
白
う
御
狂
ひ

候
彼
人
を
見
せ
申
候
へ
し

［
明
］
花
月
と
申
喝
食
の
御
坐
候
が
、
異
形
の
姿
に
て
面
白
く
御
狂
ひ
候

［
元
西
］
定
て
今
日
は
清
水
へ
御
参
な
き
事
は
あ
る
ま
し
く
候
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［
家
］
定
め
て
今
日
清
水
へ
御
参
な
き
事
は
有
ま
し
く
候
（「
今
日
」
の
後

に
青
で
「
は
」
と
挿
入
）

［
明
］
今
日
も
清
水
へ
御
参
な
き
事
は
あ
る
ま
じ
く
候
、

［
元
］
御
供
申
彼
人
に
見
せ
申
候
へ
し

［
家
］
御
供
申
て
御
め
に
か
け
う
す
る
に
て
候
（
末
尾
に
△
印
を
付
し
薄

紫
色
で
「
い
か
に
花
月
へ
申
候
と
く
〳
〵
御
出
候
へ
」
と
傍
記
挿
入
）

［
西
］
御
供
申
御
目
に
懸
う
す
る
に
て
候

［
明
］
彼
人
を
見
せ
申
候
べ
し　
ワ
キ
＼
さ
ら
ば
其
花
月
と
や
ら
ん
を
見
せ

て
給
り
候
へ　
狂
言
＼
心
得
申
候

【
２
ウ
】

［
元
家
西
］
残
す
と
い
へ
は

［
明
］
残
す
と
い
ひ
ぬ

［
元
家
西
］
何
と
て
今
迄
は

［
明
］
何
と
て
今
日
は

［
元
］
今
迄
雲
居
寺
に

［
家
］
今
ま
て
雲
居
寺
に
（「
ま
て
」
の
後
に
朱
で
「
は
」
と
挿
入
）

［
西
明
］
今
迄
は
雲
居
寺
に

［
元
西
］
友
達

［
家
］
友
た
ち

［
明
］
友
ど
ち

【
３
オ
】

［
元
］
い
つ
も
の
こ
と
く
に
哥
を

［
家
西
］
い
つ
も
の
こ
と
く
に
こ
う
た
を

［
明
］
い
つ
も
の
ご
と
く
、
小
哥
を

［
元
西
明
］
さ
ら
さ
ら
〳
〵
さ
ら
〳
〵
さ
ら
に
こ
ひ
こ
そ

［
家
］
さ
ら
さ
ら
さ
ら
〳
〵
さ
ら
〳
〵
さ
ら
り
恋
に
こ
そ
（
二
箇
所
朱
線

見
消
、「
さ
ら
り
」
の
前
に
「
に
」
と
傍
記
）

［
元
］（
シ
テ
台
詞
）
候
そ
や

［
家
］（
シ
テ
台
詞
）
候
そ
よ
（「
そ
」
朱
線
見
消
）

［
西
明
］（
シ
テ
台
詞
）
候
よ
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【
３
ウ
】

［
元
家
西
］
急
て
あ
そ
は
し
候
へ

［
明
］
さ
ら
ば
あ
そ
ば
し
候
へ

［
元
西
明
］
ほ
そ
は
き

［
家
］
ほ
そ
わ
き
（「
わ
」
朱
線
見
消
、「
は
」
と
朱
傍
記
）

［
元
］
か
た
き
な
け
れ
は

［
家
］
か
た
き
か
な
け
れ
は
（「
か
」
朱
線
見
消
、青
で
「
の
」、茶
で
「
の
」

と
傍
記
）

［
西
明
］
敵
の
な
け
れ
は

［
元
］
柳
の
葉
を
た
れ
、
桃
に

［
家
西
明
］
柳
の
葉
を
た
れ
て
、
百
に

［
元
家
西
］
ナ
シ

［
明
］
又
雲
中
の
雁
を
も
射
落
せ
り

［
元
西
］
我
は
又
花
の

［
家
］
我
は
花
の
（「
は
」
の
後
に
「
ま
た
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
我
は
此
花
の

【
４
オ
】

［
元
西
］
名
こ
そ
か
は
る
と
も

［
家
］
名
こ
そ
か
は
れ
と
も
（「
れ
」
朱
線
見
消
、「
る
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
そ
の
名
か
は
る
共

［
元
家
西
］
か
り
衣
の
袖

［
明
］
道
服
の
袖

【
４
ウ
】

［
元
家
西
］
仰
ら
れ
候

［
明
］
お
ふ
せ
ら
れ
候
も
の
か
な

［
元
家
西
］
人
の
御
所
望
に
て
候

［
明
］
ひ
と
〳
〵
の
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［
元
］
當
寺
の
謂
を
曲
舞
に
作
り
て
御
諷
候
よ
し
を
聞
召
て
候

［
家
］
當
寺
の
い
は
れ
を
曲
舞
に
つ
く
り
て
御
う
た
ひ
候
よ
し
を
き
こ
し

め
し
候
て

［
西
］
當
寺
の
謂
曲
舞
に
作
て
御
謡
ひ
候
を
聞
召
て

［
明
］
當
寺
の
謂
を
作
り
御
う
た
ひ
候
よ
し
を
聞
召
て

［
元
家
］
安
き
事
さ
ら
は

［
西
］
安
き
事
さ
あ
ら
は

［
明
］
安
き
事

【
５
オ
】

［
元
西
明
］
さ
れ
は
に
や

［
家
］
さ
れ
は
（
末
尾
に
「
に
や
」
と
朱
傍
記
）

［
元
西
］
坂
の
上
の
田
村
丸

［
家
］
坂
上
の
田
村
丸
（「
坂
」
の
後
に
「
の
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
坂
上
の
田
村
麻
呂

【
５
ウ
】

［
元
西
明
］
そ
れ
を
あ
や
し
め

［
家
］
是
を
あ
や
し
め
（「
是
」
朱
線
見
消
、「
そ
れ
」
と
朱
傍
記
）

［
元
西
明
］
水
上
を
尋
る
に

［
家
］
水
上
を
尋
ぬ
れ
は
（「
れ
は
」
朱
線
見
消
、「
る
に
」
と
朱
傍
記
）

［
元
家
西
］
流
れ
に
埋
れ
て
名
は
青
柳
の
朽
木
有

［
明
］
な
が
れ
に
よ
こ
た
は
り
ふ
せ
る
柳
の
朽
木
あ
り

【
６
オ
】

［
元
家
西
］
千
手
の
誓
ひ
に
は

［
家
］
千
手
の
ち
か
ひ
に
も
（「
も
」
朱
線
見
消
、「
は
」
と
朱
傍
記
）

［
元
家
西
］
今
の
世
ま
て
も
申
な
り

［
明
］
今
の
世
ま
で
も
申
な
れ

［
元
家
明
］
よ
く
〳
〵
見
候
へ
は

［
西
］
能
々
見
れ
は
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［
元
西
明
］
某
か
俗
に
て
失
ひ
し

［
家
］
俗
に
て
う
し
な
ひ
し
（
前
に
「
そ
れ
か
し
か
」
と
朱
傍
記
）

【
６
ウ
】

［
元
西
明
］
諸
國
を
御
め
く
り

［
家
］
諸
國
を
は
御
め
く
り
（「
は
」
朱
で
見
消
、
青
で
「
は
」
と
傍
記
）

［
元
西
明
］
彦
山

［
家
］
彦
の
山
（「
の
」
朱
線
見
消
）

［
元
］
天
狗
に
と
ら
れ
て
か
や
う
に
諸
国
を
廻
り
候
よ

［
家
西
］
天
狗
に
と
ら
れ
て
か
様
に
諸
國
を
め
く
り
候

［
明
］
天
狗
に
と
ら
れ
諸
國
を
廻
り
、
此
処
に
来
て
候

［
元
明
］
疑
ふ
處
も
な
し

［
家
］
う
た
か
ふ
所
も
な
し
（「
も
」
青
線
見
消
）

［
西
］
疑
ふ
所
な
し

［
元
］
是
社
父
の
左
衛
門
尉
家
次
よ

［
家
］
是
こ
そ
父
の
左
衛
門
尉
家
次
よ
（「
尉
」
朱
線
見
消
）

［
西
］
是
こ
そ
父
の
左
衛
門
家
次
よ

［
明
］
是
こ
そ
父
よ

［
元
西
明
］
見
忘
れ
て
有
か

［
家
］
見
忘
れ
あ
る
か

【
７
オ
】

［
元
家
西
］
な
ふ
〳
〵
御
僧
は
何
事
を
仰
せ
ら
れ
候
そ

［
明
］
な
ふ
御
僧
は
何
事
を
仰
候
ぞ

［
元
西
明
］
さ
む
候
こ
の
花
月
は

［
家
］
さ
ん
候
此
花
月
は
（「
此
花
月
は
」
薄
紫
色
の
線
で
見
消
）

［
元
明
］
某
か
俗
に
て

［
西
］
某
俗
に
て

［
元
家
西
］
筋
な
き
事
を
承
候
先
々
そ
な
た
へ
御
の
き
候
へ
、
い
か
に
花
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月
へ
申
候
、
い
つ
も
の
や
う
に
八
は
ち
を
御
う
ち
候
ひ
て
皆
人
に
御
見

せ
候
へ

（
た
だ
し
、［
西
］
は
「
へ
申
候
」
ナ
シ
。［
家
］
は
、
薄
紫
色
の
筆
で
「
実

と
か
く
や
れ
は
う
り
を
二
つ
に
わ
つ
た
る
や
う
に
候
、
此
上
は
八
は
ち

を
御
打
、此
程
御
め
□
□
候
山
々
を
う
ち
つ
れ
た
つ
て
御
と
う
り
候
へ
」

と
傍
記
す
る
が
、
薄
い
色
で
一
部
は
判
読
不
能
）

［
明
］
実
と
御
申
候
へ
ば
、
瓜
を
二
つ
に
わ
つ
た
る
様
に
て
候
、
此
上
は

い
つ
も
の
ご
と
く
八
撥
を
御
う
ち
候
ひ
て
、
う
ち
連
だ
つ
て
故
郷
へ
御

帰
候
へ

【
８
オ
】

［
元
家
西
］
名
高
き
比
叡
の
大
嶽
に

［
明
］
名
さ
へ
も
高
き
大
比
叡
に

［
元
家
西
］
三
上
大
峯
釈
迦
の
嶽
（［
家
］
山
上
大
峯
釈
迦
の
た
け
、［
西
］

山
上
大
峯
釈
迦
の
嶽
）

［
明
］
山
上
大
峯
浅
間
や
ま

【
８
ウ
】

［
元
西
］
め
く
り
〳
〵
て
あ
の
僧
に
、
あ
ひ
奉
る

［
家
］
め
く
り
ま
い
り
て
あ
の
僧
に
（「
ま
い
」
青
線
見
消
、「
め
く
」
と

朱
傍
記
）

［
明
］
我
父
に
、
あ
ひ
た
て
ま
つ
る

［
元
家
西
］
捨
て
さ
候
は
ゝ
、
あ
れ
な
る
御
僧
に

［
明
］
捨
て
も
ろ
と
も
に
、

［
元
西
明
］
う
れ
し
か
り
け
る

［
家
］
名
残
な
り
け
る
（「
名
残
な
り
」
朱
線
見
消
、「
う
れ
し
か
り
」
と

朱
傍
記
）

　
「
花
月
」
は
、［
家
］
の
室
町
期
の
本
文
の
古
態
性
と
、
明
和
刊
本
の
改

訂
の
度
合
い
が
比
較
的
目
立
つ
例
で
あ
る
。
２
ウ
の
［
西
明
］「
今
迄
は

雲
居
寺
に
」
が
［
家
］
の
室
町
期
本
文
や
［
元
］
に
対
し
て
「
は
」
を
補
っ

て
い
る
例
や
、３
オ
の
［
西
明
］「
敵
の
な
け
れ
は
」
が
［
家
］
の
青
（
清

親
）・
茶
（
十
二
世
重
賢
の
写
本
に
基
づ
く
）
の
筆
に
よ
る
改
訂
と
一
致
し
、

［
元
］
と
異
な
る
例
な
ど
、［
西
］
と
［
明
］
が
一
致
す
る
例
も
少
し
あ
る
。

た
だ
し
全
体
と
し
て
は
、明
和
の
改
訂
で
大
き
く
本
文
が
変
わ
っ
て
お
り
、
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１
ウ
の
「
生
れ
ぬ
さ
き
の
身
を
し
れ
は
」
以
下
の
上
歌
な
ど
は
、
明
和
本

で
は
丸
ご
と
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。

　
［
家
］
で
「
家
重
公
御
本
」
は
青
筆
で
記
さ
れ
て
お
り
、
２
オ
の
問
答

な
ど
に
お
い
て
は
、［
家
］
の
青
筆
に
よ
る
改
訂
本
文
と
［
西
］
が
一
致

す
る
例
が
幾
つ
か
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
青
筆
だ
け
で
な
く
、
朱
筆
も

含
め
た
改
訂
本
文
が
、
江
戸
城
西
丸
へ
の
献
上
本
の
扣
で
あ
る
［
西
］
の

本
文
に
近
似
し
て
い
る
。

　

７
オ
の
［
明
］「
実
と
御
申
候
へ
ば
」
の
本
文
は
、［
家
］
の
薄
紫
色
の

筆
に
よ
る
書
入
れ
と
近
い
が
、
薄
紫
色
の
書
入
れ
は
清
親
の
前
の
十
三
代

観
世
大
夫
重
記
（
滋
章
、
享
保
元
年
没
）
の
謡
本
に
由
来
す
る
と
考
え
ら

れ
る
本
文
で
、
そ
れ
が
明
和
刊
本
に
活
か
さ
れ
て
い
る
点
は
特
に
注
目
さ

れ
る
。

三
、
西
丸
献
上
識
語
を
有
す
る
紺
表
紙
謡
本
と
石
畳

艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本

　

続
い
て
、
西
丸
献
上
を
示
す
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
に
も
同
じ
曲

目
が
あ
る
「
岩
舩
」「
鶴
亀
」「
半
蔀
」
を
取
り
上
げ
、
元
禄
三
年
刊
本
や

明
和
二
年
刊
本
と
の
校
異
を
示
す
こ
と
で
、［
西
］（
紺
表
紙
謡
本
）と［
石
］

（
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
）
の
本
文
の
特
色
を
み
て
お
く
。

◆
岩
舩

＊
［
西
］（
100
／
16
／
８
）
識
語
「
享
保
十
四
年
七
月
八
日　

清
親
／
西

丸
へ
御
本
章
并
持
当
リ
共
相
納
／
大
久
保
伊
勢
守
殿
迄
上
ル
」（
朱
筆
）。

［
石
］（
123
／
２
／
34
）
は
外
題
の
上
に
「
西
」
と
朱
書
。

【
１
オ
】

［
元
西
石
］
実
治
れ
る
四
方
の
國
、
〳
〵
、
関
の
戸
さ
ゝ
て
通
ん

［
明
］
道
あ
る
御
代
の
秋
と
て
や
、
〳
〵
、
国
々
豊
な
る
ら
ん

＊
［
西
］
の
見
返
し
書
入
れ
「〈
次
第
〉
道
あ
る
御
代
の
秋
と
て
や
、〳
〵
、

國
々
ゆ
た
か
な
る
ら
ん
」
は
［
明
］
と
一
致
す
る
。

［
元
明
］
當
今
に
仕
へ
奉
る

［
西
］
一
条
院
に
仕
え
奉
る
（「
一
条
院
」
朱
で
見
消
、「
當
今
」
と
朱
傍
記
）

［
石
］
一
條
院
に
仕
へ
奉
る

［
元
西
石
］
と
さ
し
を
さ
ゝ
す

［
明
］
と
ざ
し
を
わ
す
れ
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［
元
明
］
御
代
に
て
候
、
去
間

［
西
石
］
御
代
な
れ
ば

［
元
］
去
間
摂
州

［
西
石
］
摂
州

［
明
］
さ
る
間
摂
津
國

【
１
ウ
】

［
元
西
石
］
た
て

［
明
］
立
て
ら
れ
た
る
よ
り

［
元
］
寳
を
買
と
る
へ
し
と
の
宣
旨
に
任
せ

［
西
石
］
寳
物
を
買
取
べ
し
と
の
宣
旨
に
任
せ

［
明
］
寳
迄
悉
積
来
り
た
る
よ
し
申
候
程
に

［
元
西
石
］
津
の
国

［
明
］
摂
津
国

［
元
西
石
］
何
事
も
心
に
叶
ふ
此
時
の
、
〳
〵
、
た
め
し
も
あ
り
や
日
の

本
の
、
國
豊
か
な
る
秋
津
洲
の
浪
も
音
な
き
四
の
海
、
こ
ま
唐
土
も
残

り
な
き
、
み
つ
き
の
道
の
末
爰
に
、
津
守
の
浦
に
着
に
け
り
、
〳
〵

［
明
］
朝
立
や
、
都
の
空
を
跡
に
み
て
、
〳
〵
、
た
な
び
く
雲
の
伊
駒
山
、

と
ほ
く
な
る
を
の
沖
津
舟
、
よ
そ
に
み
な
し
て
行
程
に
、
淡
路
ぞ
む
か

ふ
住
よ
し
の
、
宮
居
に
は
や
く
着
に
け
り
、
〳
〵

＊［
西
］の
見
返
し
書
入
れ「〈
道
行
〉朝
立
や
都
の
空
を
跡
に
み
て
、〳
〵
、

た
な
ひ
く
□
□
（
虫
損
）
伊
駒
山
、
よ
そ
に
な
る
を
の
お
き
つ
ふ
ね
、

め
に
も
か
く
て
行
程
に
、
淡
路
そ
向
ふ
住
吉
の
、
宮
ゐ
に
は
や
く
着
に

け
り
、
〳
〵
」
は
［
明
］
と
共
通
す
る
部
分
が
多
い
。

【
２
オ
】

［
元
西
石
］
市
の
ち
ま
た
に
、
出
る
也

［
明
］
市
の
巷
ぞ
、
に
ぎ
は
し
き

［
元
西
石
］
君
の
め
く
み
に
、
よ
も
も
れ
し

［
明
］
君
の
め
ぐ
み
に
、
な
び
く
な
り

［
元
石
］
夫
圓
満
十
里
の
外
な
れ
共
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［
西
］
夫
遠
満
十
里
の
外
な
れ
共
（
朱
線
見
消
）

［
明
］
ナ
シ

［
元
石
］
爰
に
御
幸
を
ふ
か
み
と
り

［
西
］
爰
に
み
ゆ
き
を
ふ
か
み
ど
り
（
墨
線
見
消
）

［
明
］
ナ
シ

［
元
］
枩
に
た
く
へ
て
千
世
ま
て
も
た
ゝ
し
き
君
の
御
た
ひ
居

［
西
］
松
に
た
ぐ
へ
て
千
代
迄
も
た
ゞ
し
き
君
の
御
恵
み
（「
に
た
ぐ
へ
て

千
代
」
墨
線
見
消
、「
も
ろ
と
も
に
い
つ
ま
て
も
」
と
傍
記
、「
た
ゞ
し

き
」
墨
線
見
消
、「
栄
行
」
と
傍
記
）

［
石
］
松
に
た
ぐ
へ
て
千
代
ま
て
も
忠
し
き
君
の
御
恵

［
明
］
ま
つ
も
ろ
と
も
に
い
つ
ま
で
も
栄
行
君
の
御
恵
み
、

【
２
ウ
】

［
元
西
石
］
松
の
風

［
明
］
松
の
影

［
元
西
石
］
伊
勢
し
ま
や
塩
干
に
ひ
ろ
ふ
た
ま
〳
〵
も
、
〳
〵

［
明
］
ナ
シ

【
３
オ
】

［
元
西
石
］
時
し
も
（［
西
］
の
剥
離
し
た
貼
紙
の
中
に
「
折
」
と
記
し
た

紙
片
あ
り
）

［
明
］
折
し
も

＊
［
西
］
は
朱
の
改
訂
の
上
に
、
二
紙
八
行
分
の
記
事
を
有
す
る
貼
紙
を

付
し
て
お
り
、以
下
、貼
紙
本
文
を［
西
貼
紙
］と
し
て
示
す
。［
西
貼
紙
］

は
概
ね
［
西
］
の
朱
の
改
訂
を
ふ
ま
え
書
き
直
し
た
本
文
と
み
ら
れ
る
。

他
に
、［
西
貼
紙
］
断
片
に
「
の
み
ち
あ
る
時
は
」
と
記
し
た
紙
片
な

ど
が
あ
る
が
元
の
位
置
不
明
）

［
元
］
あ
ま
た
多
き
中
に

［
西
］
数
多
お
ほ
き
中
に
（「
お
ほ
き
」
朱
線
見
消
、「
き
た
る
」
と
朱
傍
記
）

［
西
貼
紙
］
数
多
来
る
中
に

［
石
］
数
多
多
き
中
に
（「
多
き
」
朱
線
見
消
、「
来
る
」
と
朱
傍
記
」）

［
明
］
多
其
中
に
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［
元
］
是
な
る
者
を
よ
く
見
れ
は
、
姿
は
唐
人
な
る
か
、
声
は
大
和
詞
也

［
西
］
こ
れ
な
る
者
を
見
れ
ば
、
姿
は
唐
人
に
似
た
れ
共
、
聲
は
大
和
詞

な
り
（
朱
線
見
消
）

［
西
貼
紙
］
ナ
シ

［
石
］
是
成
者
を
み
れ
は
、
姿
は
唐
人
に
似
た
れ
と
も
、
聲
は
大
和
詞
な
り

［
明
］
さ
も
う
つ
く
し
き
童
子
、
従
者
と
お
ぼ
し
き
童
子
に
、

［
元
］
又
き
ん
は
ん
に
玉
を
す
へ
て
持
た
り
、
そ
も
御
身
は
い
か
成
人
そ

［
西
］
銀
盤
に
玉
を
す
へ
て
持
た
り
、
是
は
い
か
な
る
者
そ
（「
是
」
朱
線

見
消
。「
そ
」
朱
線
見
消
、「
に
て
あ
る
や
ら
ん
」
と
朱
傍
記
）

［
西
貼
紙
］
銀
盤
に
玉
を
す
へ
て
持
た
る
は
、
い
か
な
る
者
に
て
有
や
ら

ん
［
石
］
又
ぎ
ん
ば
む
に
玉
を
す
へ
て
持
た
り
、
是
は
如
何
成
者
そ

［
明
］
美
玉
を
金
盤
に
置
て
持
せ
た
る
は
、
い
か
な
る
事
に
て
あ
る
や
ら
ん

【
３
ウ
】

［
元
］
さ
ん
候
か
ゝ
る
御
代
そ
と
あ
ふ
き
参
り
た
り

［
西
］
さ
ん
候
か
ゝ
る
御
代
ぞ
と
悦
び
参
り
た
り
（「
か
ゝ
る
」
朱
線
見
消
、

「
あ
ま
り
に
目
出
度
」
と
朱
傍
記
。「
ぞ
と
悦
び
参
り
た
り
」
朱
線
見
消
、

「
な
れ
ば
宝
を
君
に
さ
ゝ
げ
申
さ
ん
と
て
」
と
朱
傍
記
）

［
西
貼
紙
］
さ
ん
候
餘
り
に
目
出
度
御
代
な
れ
ば
、
宝
を
君
に
捧
奉
ら
ん

と
て

［
石
］
さ
ん
候
か
ゝ
る
御
代
そ
と
悦
び
参
り
た
り

［
明
］
か
ゝ
る
め
で
た
き
御
代
な
れ
ば

［
元
石
］
又
是
な
る
玉
は
私
に
持
た
る
寳
な
れ
共
、
明
か
に
目
出
度
御
代

な
れ
は

［
西
］
又
是
な
る
玉
は
、
私
に
持
た
る
宝
な
れ
ど
も
、
餘
り
に
目
出
度
御

代
な
れ
ば
（
朱
線
見
消
、「
是
ま
て
あ
ら
は
れ
出
た
る
な
り
」
と
朱
傍
記
）

［
西
貼
紙
］
是
ま
で
顕
れ
出
た
る
な
り

［
明
］
寳
を
君
に
さ
ゝ
げ
む
た
め
に
、
是
ま
で
持
せ
て
参
り
た
り

［
元
］
是
は
君
に
捧
物
に
て
候

［
西
］
是
は
捧
物
に
て
候
（
朱
線
見
消
）

［
西
貼
紙
］
ナ
シ

［
石
］
是
は
捧
物
に
て
候

［
明
］
ナ
シ
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［
元
］
夫
治
れ
る
御
代
の
し
る
し
に
は
、
賢
人
も
山
よ
り
い
て
、
聖
人
も

君
に
つ
か
ふ
と
い
へ
り
、
然
れ
は
御
身
は
誰
な
れ
は
、
か
ゝ
る
寳
を
捧

る
や
ら
ん
、
委
奏
聞
申
へ
し

［
西
］
夫
治
れ
る
験
に
は
、
賢
人
も
山
よ
り
出
、
聖
人
も
君
に
つ
か
ふ
と

い
へ
り
、
然
は
御
身
は
誰
な
れ
は
、
か
ゝ
る
寳
を
捧
く
る
由
、
委
く
奏

聞
申
べ
し
（
朱
線
見
消
、「
扨
玉
の
名
は
い
か
に
」
朱
傍
記
」）

［
西
貼
紙
］
扨
其
玉
の
名
は
な
に
と
申
や
ら
ん
、委
く
語
り
給
ふ
べ
し
（「
い

か
に
」
と
記
し
た
剥
離
紙
片
が
あ
る
の
は
、「
な
に
と
」
部
分
の
貼
紙
か
）

［
石
］
そ
れ
治
れ
る
し
る
し
に
は
、
賢
人
も
山
よ
り
出
、
聖
人
も
君
に
つ

か
ふ
と
い
へ
り
、
然
は
御
身
は
誰
な
れ
は
、
か
ゝ
る
寳
を
さ
ゝ
く
る
よ

し
、
委
敷
奏
聞
申
へ
し

［
明
］
さ
て
其
玉
の
名
は
い
か
に
、
委
語
り
給
ふ
べ
し

【
４
オ
】

［
元
明
石
］
あ
ら
む
つ
か
し
と

［
西
］
荒
六
ケ
敷
と
（「
荒
」
朱
線
見
消
）

［
元
西
石
］
唐
か
つ
ほ
の
玉
と
て
も
、
寳
珠
の
外
に
其
名
は
な
し
、
是
も

津
守
の
浦
の
玉
、
心
の
こ
と
し
と
思
召
せ
（［
石
］
は
末
尾
「
召
」
の

後
に
「
せ
」
と
朱
で
追
記
）

［
明
］
潮
満
潮
涸
ふ
た
つ
の
玉
も
、
御
代
を
治
む
る
た
と
へ
ぞ
か
し
、
今

此
玉
も
大
君
の
、
御
意
の
ご
と
し
と
思
召
せ

［
元
］
心
意
の
こ
と
し
と
聞
ゆ
る
は
、
さ
て
は
名
に
お
ふ
如
意
寳
珠
を
、

我
君
に
さ
ゝ
け
奉
る
か

［
西
］
意
の
如
し
と
聞
ゆ
る
は
、
扨
は
名
に
お
ふ
如
意
宝
珠
を
、
我
君
に

捧
奉
る
か
（「
ゆ
る
」
朱
線
見
消
、「
と
き
」
と
朱
傍
記
、「
聞
と
き
」

と
記
し
た
剥
離
紙
片
が
あ
る
の
も
、
こ
の
記
事
の
貼
紙
か
。「
を
、
我

君
に
捧
奉
る
か
」
朱
線
見
消
）

［
石
］
意
の
ご
と
し
と
聞
ゆ
る
は
、
扨
は
名
に
お
ふ
如
意
寳
珠
を
、
我
君

に
捧
奉
る
か

［
明
］
さ
も
御
意
の
ご
と
し
と
は
、
さ
て
は
名
に
お
ふ
如
意
寳
珠
を
か
た

ち
に
あ
ら
は
し
さ
ゝ
ぐ
る
か

【
４
ウ
】

［
元
］夫
賢
王
の
御
代
の
し
る
し
に
は
、天
も
納
受
し
地
も
う
る
ほ
ひ
、か
ゝ

る
寳
も
出
現
す
へ
し

［
西
］
夫
賢
王
の
御
代
の
代
の
し
る
し
、
天
も
納
受
し
地
も
潤
ふ
、
か
ゝ
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る
寳
も
出
現
す
べ
し
（
朱
線
見
消
二
箇
所
、
こ
の
上
に
貼
紙
「
賢
王
の

御
代
の
し
る
し
に
は
、
か
ゝ
る
寳
も
出
現
し
」）

［
石
］
夫
賢
王
の
御
代
の
し
る
し
、
天
も
納
受
し
地
も
う
る
ほ
ひ
、
か
ゝ

る
寳
も
出
現
す
へ
し
（「
ほ
ひ
」
朱
で
見
消
、「
ほ
ふ
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
聖
主
の
御
代
の
し
る
し
に
は
、
天
も
納
受
し
地
も
う
る
ほ
ひ
、
か
ゝ

る
寶
も
出
現
す
べ
し

［
元
石
］
実
〳
〵
今
の
御
代
の
有
様
、
治
め
ぬ
國
も
を
の
つ
か
ら

［
西
］
実
々
今
の
御
代
の
有
様
、
治
め
ぬ
國
も
を
の
づ
か
ら
（「
実
々
今
の

御
代
の
有
様
」
朱
線
見
消
）

［
明
］
実
有
難
や
君
の
御
影
、
八
洲
の
外
も
お
の
づ
か
ら

＊
以
下
、［
元
］「
な
ひ
き
し
た
か
ふ
四
方
の
国
」
以
下
「
道
す
く
に
」
ま

で
の
掛
合
い
、
台
詞
は
変
わ
ら
な
い
が
、［
元
石
］
と
［
明
］
と
で
シ

テ
・
ワ
キ
の
担
当
箇
所
が
全
て
逆
。［
西
］
は
途
中
ま
で
［
元
］
と
同

様
の
形
だ
が
、「
檍
が
原
の
浪
間
よ
り
」
を
ワ
キ
台
詞
に
変
え
、
以
下
、

明
和
本
と
同
様
の
形
。

［
元
西
石
］（
ワ
キ
台
詞
）
な
ひ
き
し
た
か
ふ
四
方
の
国

［
明
］
シ
テ
＼
な
び
き
し
た
が
ふ
此
時
に

［
元
西
石
］
シ
テ
＼
は
こ
ふ
寳
や
こ
ま
く
た
ら
（［
西
］
は
「
高
麗
百
済
」

を
朱
線
見
消
）

［
明
］
ワ
キ
＼
は
こ
ぶ
寳
や
高
麗
百
済

［
元
西
石
］
ワ
キ
＼
唐
土
舟
も
西
の
海
（［
西
］
は
「
唐
土
舟
も
」
を
朱
線

見
消
に
し
た
上
で
、
前
掲
「
百
済
」
の
「
済
」
も
含
め
全
体
を
貼
紙
抹

消
。
別
に
剥
離
し
た
紙
片
「
西
の
海
」
あ
り
）

［
明
］
シ
テ
＼
も
ろ
こ
し
舟
も
西
の
海

【
５
オ
】

［
元
石
］
爰
に
御
幸
を
住
吉
の
、
神
と
君
と
は
ゆ
き
あ
ひ
の
、
ま
の
あ
た

り
あ
ら
た
成
る
、
君
の
光
り
そ
め
て
た
き

［
西
］
爰
に
御
幸
を
住
吉
の
、
神
と
君
と
は
行
あ
ひ
の
、
ま
の
あ
た
り
新

た
な
る
、
君
の
光
り
ぞ
め
で
た
き
（「
爰
に
御
幸
を
」
朱
線
見
消
、「
跡

垂
ま
し
て
」
と
朱
傍
記
。「
と
君
と
は
行
あ
ひ
の
」
を
貼
紙
で
「
の
み

室
の
ゆ
ふ
だ
す
き
」
に
改
訂
、「
な
る
、
君
の
光
り
ぞ
め
で
た
き
」
を

貼
紙
で
「
し
や
、
君
の
め
ぐ
み
ぞ
あ
り
が
た
き
」
に
改
訂
。
他
に
剥
落
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し
た
貼
紙
が
あ
る
可
能
性
も
。）

［
明
］
跡
た
れ
ま
し
て
住
吉
の
、
神
の
み
室
の
ゆ
ふ
だ
す
き
、
か
け
ま
く

も
か
し
こ
し
や
、
君
に
寳
珠
を
さ
ゝ
げ
む

［
元
西
石
］
千
世
ま
て
と
き
く
う
る
市
の
数
か
す
に
、
〳
〵

［
明
］
千
世
ま
て
と
、
き
こ
ゆ
る
市
の
聲
々
に
、
〳
〵

【
５
ウ
】

［
元
西
石
］
春
の
夜
の
一
時
の

［
明
］
春
の
夜
の
一
時
は

［
元
西
石
］
た
と
へ
は
あ
ら
し

［
明
］
た
が
ひ
は
あ
ら
じ

［
元
西
石
］
せ
う
ふ
う
（［
西
］
は
「
松
風
」
に
振
仮
名
「
セ
ウ
」「
フ
ウ
」）

［
明
］
松
風
（
振
仮
名
「
マ
ツ
カ
ゼ
」）

［
元
明
石
］
た
つ
市
や
か
た
数
か
す
に

［
西
］
た
つ
市
屋
形
数
々
に
（「
屋
形
」
を
貼
紙
で
「
人
の
」
に
改
訂
）

［
元
石
明
］
み
か
き
も
つ
ゝ
く
か
た
そ
き
の　

＼
み
と
し
ろ
錦
あ
や
衣
（
た

だ
し
［
石
］
は
「
み
と
し
ろ
の
」
と
し
「
の
」
を
朱
で
見
消
）

［
西
］
御
垣
も
続
く
か
た
そ
き
の　

＼
み
と
し
ろ
錦
綾
衣
（
以
上
全
て
貼

紙
抹
消
）

［
元
石
］
比
も
秋
な
る

［
西
明
］
比
も
秋
な
り

【
６
オ
】

［
元
西
石
］繪
嶋
か
礒
は
な
ゝ
め
に
て（［
西
］は「
嶋
」以
下
を
貼
紙
抹
消
）

［
明
］
繪
島
が
さ
き
は
な
ゝ
め
に
て

［
元
西
石
］
捨
小
舟

［
明
］
あ
ま
小
舟

［
元
西
石
］
は
う
〳
〵
た
り
（［
西
］
は
「
た
り
」
を
貼
紙
抹
消
）

［
明
］
滔
々
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［
元
］
松
吹
風
は
せ
つ
〳
〵
と
し
て
、
さ
ゝ
め
こ
と
か
く
や
ら
ん

［
西
石
］
松
吹
風
は
颯
々
と
し
て
、
さ
ゝ
め
ご
と
か
く
や
ら
ん
（［
西
］
は

「
さ
ゝ
め
ご
と
か
く
や
ら
ん
」
を
貼
紙
抹
消
）

［
明
］
松
吹
風
は
颯
々
た
り

【
６
ウ
】

［
元
西
石
］
又
岩
舟
の
よ
る
の
空
、
月
の
あ
ま
ち
に
急
く
へ
し
、
い
と
ま

申
て
人
々
よ

［
明
］
暫
爰
に
待
給
へ
、
我
岩
舩
に
寳
を
積
み
、
月
影
共
に
指
よ
す
べ
し

［
元
西
］
岩
舟
の
よ
り
く
る
と
は

［
石
］
岩
舩
の
よ
る
く
る
と
は
（「
る
」
見
消
、「
り
」
と
傍
記
）

［
明
］
岩
舩
を
よ
せ
ん
と
は

［
元
明
］
実
人
〳
〵
は

［
西
石
］
実
々
人
は

［
元
］
天
も
納
受
㐂
見
城
の
、
寳
を
爰
に
く
た
さ
ん
と
て

［
西
石
］
今
此
御
代
の
有
難
さ
に
、
天
の
納
受
喜
見
城
、
寳
を
爰
に
く
だ

さ
ん
と
て
（［
西
］
は
「
と
て
」
を
貼
紙
抹
消
）

［
明
］
ナ
シ

［
元
］
雲
の
波
に
只
今
爰
に
よ
す
へ
き
也

［
西
石
］
雲
の
波
、
唯
今
爰
に
よ
す
べ
き
な
り

［
明
］
雲
の
波
を
、
は
や
こ
ぎ
わ
け
て
よ
す
べ
き
な
り

【
７
オ
】

［
元
石
］
其
岩
舟
を
漕
よ
せ
し
、
あ
ま
の
さ
く
め
は

［
西
］
そ
の
磐
舟
を
よ
せ
て
、
天
の
猿
女
は
（「
猿
」
朱
線
見
消
、「
探
」

と
傍
記
）

［
明
］
其
岩
舟
を
守
る
な
る
底
津
少
童
は

［
元
西
石
］
尋
ね
て
そ
、
秋
津
嶋
ね
は
宮
始

［
明
］
よ
そ
ひ
て
ぞ
、
数
の
寳
を
さ
ゝ
げ
ん
と

［
元
石
］
久
か
た
の
天
の
さ
く
め
か
岩
舟
を
と
め
し
神
代
の
幾
久
し

［
西
］
久
堅
の
天
の
猿
女
が
岩
舩
を
、
と
め
し
神
代
の
、
い
く
久
し
（「
猿
」

朱
線
見
消
、「
探
」
と
傍
記
）
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［
明
］
ナ
シ
（
代
わ
り
に
「
抑
是
は
、
底
津
少
童
の
神
と
は
我
事
な
り
～

形
は
あ
ら
は
れ
た
り
」
ま
で
明
和
本
独
自
記
事
あ
り
）

［
元
西
］
我
は
又

［
石
］
我
は
ま
た
（「
ま
た
」
に
「
是
」
と
傍
記
）

［
明
］
我
は
是

【
７
ウ
】

＊
［
西
］
の
み
、
地
謡
「
佳
例
を
移
し
」
の
右
に
「
万
代
か
け
て
」
の
貼

紙
あ
り
。

［
元
］
あ
ま
の
さ
く
め
か

［
西
］
天
の
猿
女
は
（「
猿
」
朱
線
見
消
、「
探
」
と
傍
記
）

［
石
］
あ
ま
の
さ
く
め
は

［
明
］
ひ
け
や
岩
舟

【
８
オ
】

［
元
西
石
］
え
め
く
り

［
明
］
立
め
ぐ
り

【
８
ウ
】

［
元
西
石
］
金
銀
珠
玉
は
ふ
り
み
ち
て

［
明
］
金
銀
珠
玉
を
つ
み
み
て
ゝ

［
元
西
石
］
津
守
の
浦
に
、
〳
〵

［
明
］
津
守
の
浦
に

［
元
西
石
］
御
代
と
そ
な
り
に
け
る

［
明
］
御
代
こ
そ
有
難
け
れ

＊
［
西
］
最
終
丁
に
、「
め
て
た
き
御
代
は
」「
運
ふ
も
み
」「
き
し
の
」「
た

り
」
と
記
さ
れ
た
、
剥
落
し
た
貼
紙
を
挟
む
が
、
該
当
位
置
不
明
。

　
「
岩
舩
」は
、明
和
刊
本
の
段
階
で
行
わ
れ
た
改
訂
が
顕
著
で
あ
る
。［
西
］

に
は
多
く
の
貼
紙
に
よ
る
改
訂
が
あ
り
、
ど
の
段
階
が
西
丸
献
上
本
の
本

文
に
当
た
る
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、［
石
］
の
外
題
の
上
に
記
さ
れ
た

「
西
」も
西
丸
献
上
を
示
す
符
牒
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、［
西
］と［
石
］

と
に
共
通
す
る
本
文
を
西
丸
献
上
本
の
本
文
と
位
置
づ
け
る
の
が
妥
当
で
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あ
る
。
貼
紙
改
訂
前
の
［
西
］
と
［
石
］
の
本
文
は
近
い
た
め
、［
西
］

は
西
丸
献
上
本
の
扣
を
さ
ら
に
貼
紙
に
よ
り
改
訂
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
際
、［
西
］
の
貼
紙
改
訂
さ
れ
た
本
文
が
、［
石
］
よ
り
も
［
明
］
に

一
致
し
た
り
、
近
い
形
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
多
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。

［
西
］
に
は
見
返
し
や
上
部
余
白
な
ど
に
観
世
元
章
に
よ
る
書
入
れ
が
あ

り
、
こ
の
写
本
が
清
親
か
ら
元
章
に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
。
貼
紙
改
訂
に
は
元
章
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

１
オ
の
次
第
と
１
ウ
の
道
行
に
つ
い
て
は
、
明
和
刊
本
で
従
来
の
文
句

が
丸
ご
と
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
が
、［
西
］
の
見
返
し
に
は
、
明
和
刊

本
の
本
文
と
関
連
す
る
書
入
れ
が
あ
る
。
そ
の
書
入
れ
は
校
異
に
注
記
し

た
通
り
、
次
第
は
明
和
刊
本
と
一
致
し
て
お
り
（
表
記
は
少
し
異
な
る
）、

道
行
は
概
ね
共
通
す
る
が
、［
明
］「
と
ほ
く
な
る
を
の
」
に
相
当
す
る
箇

所
が「
よ
そ
に
な
る
を
」に
な
っ
て
い
る
な
ど
異
同
も
あ
る
。
こ
れ
は［
明
］

に
至
る
前
の
検
討
段
階
で
の
本
文
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し

た
点
も
含
め
て
考
え
る
と
、［
西
］
の
本
文
改
訂
は
、
明
和
刊
本
の
準
備

段
階
で
な
さ
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
の
が
自
然
で
あ
る
。た
だ
し
、［
西
］

の
改
訂
本
文
と
［
明
］
に
も
相
違
が
あ
り
、
例
え
ば
、
４
ウ
の
［
元
］「
夫

賢
王
の
御
代
の
」
以
下
に
相
当
す
る
部
分
な
ど
に
つ
い
て
は
、［
明
］
は

［
西
］
の
改
訂
本
文
と
も
異
な
る
本
文
と
な
っ
て
お
り
、［
西
］
の
改
訂
本

文
は
過
渡
的
な
段
階
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

◆
鶴
亀

＊
［
西
］（
100
／
16
／
13
）
識
語
「
享
保
十
四
年
七
月
十
日
右
之
通
／
西

丸
江
上
ル
持
当
リ
共
相
納
候
／
清
親
」（
朱
筆
）。［
石
］（
123
／
２
／

42
）
は
外
題
の
上
に
「
西
」
と
朱
書
。

【
１
オ
】　

＊
掛
合
の
詞
の
役
担
当
の
校
異
は
省
略
す
る
。

［
元
西
石
］
節
會
の
事
は
し
め

［
明
］
節
会
の
初
と
て

［
元
西
石
］
光
を
天
子
の
叡
覧
に
て

［
明
］
光
あ
ま
ね
き
君
が
代
を

［
元
西
石
］
百
官
卿
相
に
至
る
迄

［
明
］
百
官
百
寮
も
ろ
と
も
に

［
元
］
袖
を
つ
ら
ね
踵
を
つ
き

［
西
］
そ
で
を
つ
ら
ね
踵
を
つ
ひ
で
（「
そ
で
」「
つ
ら
」「
ひ
」
は
、
元
の
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字
を
胡
粉
抹
消
し
て
上
書
）

［
石
］
■
■
を
■
■
踵
を
つ
■
て
（
■
部
分
、
上
か
ら
順
に
「
そ
て
」「
□

へ
」「
き
」
を
胡
粉
抹
消
）

［
明
］
袖
を
つ
ら
ね
踵
を
つ
い
で

【
１
ウ
】

［
元
］
こ
は
何
事
そ

［
西
］
奏
聞
と
は
何
事
そ
（
朱
線
見
消
）

［
石
］
ナ
シ
（
た
だ
し
、「
い
か
に
奏
聞
申
べ
き
事
の
候
、ま
い
年
」
の
「
べ

き
事
の
候
、
ま
い
年
」
は
胡
粉
抹
消
し
た
上
に
書
か
れ
て
お
り
、
下
の

字
は
判
読
困
難
）

［
明
］
ナ
シ

［
元
］
月
宮
殿
に
て
楽
を

［
西
］
月
宮
殿
の
楽
を
（「
の
」
朱
で
見
消
、「
に
て
舞
」
と
朱
傍
記
）

［
石
］
月
宮
殿
に
て
舞
楽
を
（「
に
て
舞
」
部
分
、
元
の
本
文
（「
の
」
か
）

を
胡
粉
抹
消
し
て
傍
記
）

［
明
］
月
宮
殿
に
て
舞
楽

［
元
西
石
］
兎
も
角
も
は
か
ら
ひ
候
へ

［
明
］
ナ
シ

【
２
オ
】

［
元
］
千
代
の
様
（「
様
」
胡
麻
点
二
つ
）

［
西
石
明
］
千
代
の
例

［
元
石
明
］
た
ん
ち
や
う
の
鶴
（［
石
］「
丹
頂
の
靎
」）

［
西
］
丹
青
の
鶴

［
元
］
君
も
え
つ
ほ
に
入
せ
給
ひ

［
西
］
き
み
も
御
か
む
の
あ
ま
り
に
や
（「
□
□
□
ゑ
つ
□
□
入
せ
給
ひ
」

を
胡
粉
抹
消
し
、
朱
傍
記
）

［
石
］
御
門
も
ゑ
つ
ぼ
に
入
せ
給
ひ

［
明
］
君
も
御
感
の
あ
ま
り
に
や

［
元
］
舞
楽
の
秘
曲
は
お
も
し
ろ
や

［
西
］
舞
楽
の
秘
曲
は
お
も
し
ろ
や
（「
の
秘
曲
は
お
も
し
ろ
や
」
朱
線
見

消
、「
を
□
□
□
て
ま
ひ
給
ふ
」
と
朱
傍
記
。
一
部
虫
損
で
判
読
不
能
。）
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［
石
］
舞
楽
を
奏
し
て
ま
ひ
給
ふ
（「
舞
楽
」
の
後
、「
を
」
を
傍
記
補
入
。

そ
の
後
の
約
七
字
分
（
下
の
字
の
末
尾
は
「
や
」、
他
は
判
読
困
難
）

を
胡
粉
抹
消
し
「
奏
し
て
ま
ひ
給
ふ
」
と
上
書
）

［
明
］
舞
楽
を
奏
し
て
舞
た
ま
ふ

［
元
西
石
］
色
々
妙
な
る

［
明
］
匂
ひ
も
妙
な
る

【
２
ウ
】

［
元
西
石
］
雪
の
袂

［
明
］
雪
の
た
も
と
を

［
元
明
］
舞
給
へ
は

［
西
］
祝
ひ
給
へ
は
（「
祝
」
朱
線
見
消
、「
舞
」
と
朱
傍
記
）

［
石
］
ま
ひ
給
へ
は
（「
ま
」
部
分
、
胡
粉
抹
消
し
て
上
書
。
下
の
字
は
判

然
と
し
な
い
）

　
「
鶴
亀
」
は
明
和
刊
本
段
階
で
の
改
訂
が
そ
こ
ま
で
多
く
な
い
曲
で
あ

る
。
２
オ
の
［
明
］「
舞
楽
を
奏
し
て
舞
た
ま
ふ
」
は
、［
西
］［
石
］
の

改
訂
本
文
が
［
明
］
と
一
致
し
て
い
る
よ
う
だ
が
（［
西
］
の
記
事
の
一

部
は
虫
損
で
不
明
）、
そ
の
直
前
の
［
明
］「
君
も
御
感
の
あ
ま
り
に
や
」

は
［
西
］
の
改
訂
本
文
と
一
致
し
、［
西
］
の
改
訂
前
の
本
文
と
類
似
す

る
［
石
］
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

◆
半
蔀

＊
［
西
］（
100
／
16
／
３
）
識
語
「
十
月
廿
五
日
西
丸
へ
上
ル
」（
青
筆
）。

［
石
］（
123
／
２
／
８
）
識
語
「
十
月
廿
五
日
西
丸
江
上
ル
」（
朱
筆
）。

【
１
オ
】

［
元
］
北
山
紫
野

［
西
石
］北
山
紫
野（「
北
山
」朱
線
見
消
、［
西
］は
青
で［
石
］は
朱
で「
大

キ
ニ
ワ
ロ
シ
」
と
傍
記
）

［
明
］
紫
野

［
元
西
石
］
住
居
仕

［
明
］
住
居
す
る

［
元
西
石
］
右
非
情
草
木
た
り
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［
明
］
夫
非
情
草
木
な
り

【
１
ウ
】

［
元
西
］
手
に
と
れ
は

［
石
］
お
り
つ
れ
ば
（「
手
に
と
」
を
胡
粉
抹
消
、「
お
り
つ
」
と
上
書
）

［
明
］
を
り
つ
れ
ば

［
元
西
石
］
今
迄
は

［
明
］
ナ
シ

【
２
オ
】

［
元
西
石
］
し
ろ
し
め
さ
ぬ
は

［
明
］
し
ろ
し
め
さ
ぬ
も

［
元
西
石
］
名
の
ら
す
と

［
明
］
名
の
ら
ず
と
も

【
３
オ
】

［
元
西
石
］
け
に
も
昔
の
ゐ
ま
し
所
、
さ
な
か
ら
や
と
り
も

［
明
］
昔
を
残
す
半
蔀
の
や
、
さ
な
が
ら
門
に
も

［
元
］
夕
陽

［
西
石
明
］
夕
陽
の

【
３
ウ
】

［
元
石
明
］
物
す
こ
の
気
色
や

［
西
］
物
す
こ
の
夕
や
（「
夕
」
朱
線
見
消
、「
け
し
き
」
朱
傍
記
）

【
３
ウ
】

［
元
西
石
］
竹
垣
有
し
世
の

［
明
］
垣
根
も
有
し
よ
の

【
４
オ
】

［
元
西
明
］
か
き
ほ
あ
る
と
も

［
石
］
垣
ほ
あ
り
共
（「
り
」
見
消
、「
ル
」
と
傍
記
）

［
元
西
石
］
草
の
半
蔀
を
し
明
て

［
明
］
門
の
掛
戸
を
お
し
あ
け
て
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［
元
西
］
な
み
た
も

［
石
］
な
み
た
の
（「
も
」
を
胡
粉
抹
消
、「
の
」
と
上
書
）

［
明
］
涙
の

【
４
ウ
】

［
元
西
石
］
其
比
源
氏
の
中
将
と
聞
え
し
は

［
明
］
其
比
光
君
、
御
忍
の
つ
ゐ
で
に
や

［
元
西
石
］
み
よ
し
の
や
御
嶽
精
進
の
御
声
に
て
、
南
無

［
明
］
う
ば
そ
く
が
、
心
ぼ
そ
げ
に
聲
立
て
、
な
も

［
元
西
石
］
今
も
尊
き

［
明
］
今
は
尊
き

［
元
西
］
其
時
の
思
ひ
出
ら
れ
て

［
明
］
来
ん
世
迄
深
頼
れ
て

［
元
西
］
猶
そ
れ
よ
り
も

［
明
］
猶
今
と
て
も

［
元
西
石
］
惟
光
を
ま
ね
き
よ
せ

［
明
］
随
身
を
召
れ
つ
ゝ

【
５
ウ
】

［
元
西
］
折
て
こ
そ　

＼
折
て
社

［
石
］
寄
て
こ
そ　

＼
寄
て
こ
そ
（「
寄
」
い
ず
れ
も
「
折
」
を
胡
粉
抹
消

し
て
上
書
）

［
明
］
よ
り
て
こ
そ　

＼
寄
て
こ
そ

［
元
西
石
］
み
え
し

［
明
］
見
つ
る

【
６
オ
】

［
元
西
石
］
宿
り
の

［
明
］
門
従
も
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「
半
蔀
」
で
は
、［
元
］［
西
］［
石
］
の
三
者
が
一
致
し
、［
明
］
が
こ

れ
を
改
訂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
異
同
が
多
い
。
１
オ
で
［
西
］［
石
］
が

共
に
「
北
山
紫
野
」
の
「
北
山
」
を
見
消
に
し
、
両
者
と
も
「「
大
キ
ニ

ワ
ロ
シ
」
と
傍
記
し
て
い
る
の
は
、
両
者
の
関
係
の
深
さ
を
う
か
が
わ
せ

る
。「
輪
蔵
」「
岩
舩
」「
鶴
亀
」
で
は
［
西
］
の
改
訂
本
文
の
方
が
［
明
］

に
近
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
、「
半
蔀
」で
は［
石
］の
改
訂
本
文
の
方
が［
明
］

に
近
い
。
具
体
的
に
は
、
１
ウ
の
［
明
］「
を
り
つ
れ
ば
」、
４
オ
の
［
明
］

「
涙
の
」、
５
ウ
の
［
明
］「
よ
り
て
こ
そ
」
に
相
当
す
る
箇
所
に
お
い
て
、

［
石
］
の
胡
粉
を
用
い
た
改
訂
が
［
明
］
に
一
致
し
、［
石
］
の
改
訂
前
の

本
文
と
［
西
］
が
一
致
す
る
。

四
、
そ
の
他
の
紺
表
紙
謡
本
と
明
和
の
改
訂

　

以
下
、
土
蜘
蛛
・
藍
染
川
・
小
鍛
冶
の
三
曲
に
つ
い
て
は
、
石
畳
艶
出

模
様
紺
表
紙
謡
本
に
対
応
す
る
曲
が
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
元
禄
三
年
刊

本
、
明
和
二
年
刊
本
と
の
異
同
の
み
掲
出
す
る
。

◆
土
蜘
蛛

＊
［
西
］（
100
／
16
／
２
）
識
語
「
享
保
十
四
年
七
月
十
三
日
右
之
通
清

親
西
丸
御
本
章
持
当
リ
共
相
納
上
ル
」（
朱
筆
）

【
１
オ
】

［
元
明
］
風
の
こ
ゝ
ろ
に
任
す
ら
む

［
西
］
風
邪
の
心
ち
を
尋
ん
（「
を
」
胡
粉
上
書
）

［
元
］
頼
光
の
御
所
に

［
西
］
頼
光
の
御
内
に
（「
内
」
胡
粉
上
書
）

［
明
］
頼
光
朝
臣
の
御
内
に

［
元
明
］
女
に
て
候

［
西
］
女
に
て
侍
候
ふ
（「
侍
候
ふ
」
朱
で
見
消
、「
候
」
と
傍
記
）

［
元
明
］
扨
も
頼
光

［
西
］
さ
て
も
頼
光
（「
頼
光
」
朱
線
見
消
）

［
元
］
典
薬
の
か
み
に

［
西
］
典
薬
寮
よ
り
（「
寮
」
の
朱
傍
記
「
カ
ミ
」
の
右
に
「
の
頭
」
と
傍
記
）

［
明
］
典
薬
頭
よ
り
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［
元
］
御
薬
を
申

［
西
明
］
御
薬
を
持

［
元
］
頼
光
の
御
所
へ
帰
り
候

［
西
］
頼
光
の
御
所
へ
参
り
候
（
朱
線
見
消
、「
御ミ
館タチに
か
へ
り
候
○
」
と

傍
記
）

［
明
］
御
館
に
帰
り
候

［
元
］
い
か
に
誰
か
御
入
候

［
西
］
い
か
に
誰
か
御
入
候
（
朱
線
見
消
）

［
明
］
ナ
シ

［
元
］
誰
に
て
御
座
候
そ

［
西
］
誰
に
て
渡
り
候
ぞ
（
朱
線
見
消
）

［
明
］
ナ
シ

【
１
ウ
】

［
元
］
典
薬
の
頭
よ
り
御
薬
を
持
、
小
蝶
か
参
り
た
る
由
御
申
候
へ

［
西
］
典
薬
寮
よ
り
小
蝶
か
参
り
た
る
由
御
申
候
へ
（
朱
線
見
消
）

［
明
］
ナ
シ

［
元
］
心
得
申
候
御
機
嫌
を
以
て
申
上
う
す
る
に
て
候

［
西
］
心
得
申
候
御
機
嫌
を
以
て
申
上
う
す
る
に
て
候
（
朱
線
見
消
）

［
明
］
ナ
シ

【
２
オ
】

［
元
］
い
か
に
申
上
候
典
薬
の
頭
よ
り
御
薬
を
持
小
蝶
の
参
ら
れ
て
候

［
西
］
い
か
に
申
候
典
薬
寮
よ
り
御
薬
を
持
て
小
蝶
か
参
り
て
候
（
朱
線

見
消
）

［
明
］
ナ
シ

［
元
］
此
方
へ
来
れ
と
申
候
へ

［
西
］
此
方
へ
来
れ
と
申
候
へ
（
朱
線
見
消
）

［
明
］
ナ
シ

［
元
］
畏
て
候
こ
な
た
へ
御
参
り
候
へ

［
西
］
畏
て
候
此
方
へ
御
参
り
候
へ
（
朱
線
見
消
）
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［
明
］
ナ
シ

［
元
明
］
如
何
に
申
上
候

［
西
］
ナ
シ
（
朱
傍
記
「
△
い
か
に
申
上
候
」）

［
元
西
］
身
も
く
る
し
み
て

［
明
］
身
も
つ
か
れ
て

［
元
］
今
は
期
を
待
有
様
也

［
西
明
］
更
に
期
を
待
は
か
り
な
り

【
２
ウ
】

［
元
明
］
実
々
仰
は
さ
る
事
な
れ
共

［
西
］
い
や
〳
〵
そ
れ
は
苦
し
か
ら
す

［
元
］
病
ふ
は
苦
し
き
物
な
か
ら
、
療
治
に
か
な
ふ
御
事
の
た
め
し
は

［
西
］
や
ま
ふ
は
苦
し
き
習
ひ
な
か
ら
、
療
治
に
よ
り
て
癒
る
事
の
例
も

［
明
］
お
も
き
や
ま
ふ
も
薬
に
て
、
治
る
み
ち
の
し
る
し
あ
る
、
例
は

［
元
］
ち
か
ら
を
そ
へ
て
様
々
に

［
西
明
］
思
ひ
も
捨
す
様
々
に
（［
西
］
の
「
に
」
は
「
の
」
を
胡
粉
抹
消

し
、
上
書
）

［
元
西
］
色
を
尽
し
て

［
明
］
品
を
つ
く
し
て

［
元
］
境
も
し
ら
ぬ
よ
そ
ほ
ひ
の

［
西
］
境
ひ
も
知
ぬ
有
様
の

［
明
］
わ
か
ち
も
し
ら
ぬ
い
た
は
り
に

［
元
］
風
情
か
な

［
西
明
］
心
か
な

［
元
西
］
実
や
心
を
て
ん
せ
す

［
明
］
今
は
こ
ゝ
ろ
も
む
す
ぼ
ゝ
れ

【
３
オ
】

［
元
西
］
心
と
成
そ
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［
明
］
病
と
な
る
ぞ

［
元
］「
然
る
に
六
脉
の
其
こ
こ
ろ
へ
を
し
ら
る
ゝ
や
、
か
程
く
る
し
き
胸

の
う
ち
、
い
か
て
薬
の
な
か
る
へ
き
、
今
の
我
等
か
有
様
を
か
た
る
も

よ
し
な
世
の
中
に
神
も
仏
も
な
か
る
ら
ん
、
人
し
れ
ぬ
思
ひ
を
は
、
た

れ
に
か
た
り
て
な
く
さ
ま
ん
と
、
起
臥
に
我
こ
ゝ
ろ
く
る
し
き
事
を
い

か
に
せ
む
」

［
西
明
］
ナ
シ

【
３
ウ
】

［
元
西
］
月
清
き
、
夜
半
と
も
み
え
す
雲
霧
の
か
ゝ
れ
は
曇
る
、
心
か
な

［
明
］
ナ
シ

［
元
西
］
御
座
候
そ

［
明
］
候
ぞ

［
元
］
其
名
は
い
か
に

［
西
明
］
其
名
を
な
の
れ

［
元
］
ナ
シ

［
西
］
愚
か
の
仰
候
や
、
悩
ま
せ
給
ふ
も
（「
ま
せ
」
を
朱
線
見
消
、「
み
」

と
傍
記
）

［
明
］
愚
の
仰
候
や
、
な
や
み
給
ふ
も

［
元
西
］
さ
ゝ
か
に
の
、
蜘
の
振
舞
か
ね
て
よ
り
、
＼
し
ら
ぬ
と
い
ふ
に

猶
近
付
姿
は
蜘
蛛
の
こ
と
く
な
る
か

［
明
］
さ
ゝ
が
ね
の
、　

＼
蜘
の
姿
を
あ
ら
は
し
て

【
４
オ
】

［
元
西
］
化
生
と
見
る
よ
り
も
、
〳
〵

［
明
］
化
し
や
う
と
見
る
よ
り
も

［
元
西
］
抜
ひ
ら
き

［
明
］
ぬ
き
は
な
ち

［
元
］
あ
し
を
も

［
西
］
足
も
（「
も
」、
元
の
字
を
胡
粉
抹
消
し
上
書
）

［
明
］
足
も
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［
元
西
］
の
ゝ
し
る

［
明
］
の
給
ふ

【
４
ウ
】

［
元
］
実
々
早
く
来
り
た
り

［
西
］
い
し
く
も
は
や
く
来
も
の
か
な
（「
実
々
」
を
胡
粉
で
抹
消
、「
い

し
く
も
」
と
上
書
。「
も
の
か
な
」
も
元
の
本
文
を
胡
粉
抹
消
し
上
書
）

［
明
］
い
し
く
も
早
く
来
る
者
か
な

［
元
］
聞
せ
う

［
西
明
］
聞
せ
候
べ
し

［
元
］
今
夜
夜
半
は
か
り
の
比
か
と
よ

［
西
］
夜
半
は
か
り
の
こ
ろ

［
明
］
夜
半
ば
か
り
の
比

［
元
］
く
へ
き
宵
さ
ゝ
か
に
の
、
蜘
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て

［
西
］
来
へ
き
宵
な
り
さ
ゝ
か
に
の
、
蜘
の
ふ
る
ま
ひ
兼
て

［
明
］
く
べ
き
よ
ひ
な
り
さ
ゝ
が
ね
の
、
蜘
の
お
こ
な
ひ
こ
よ
ひ

【
５
オ
】

［
元
］
古
哥
を
詠
し

［
西
］
古
哥
を
つ
ら
ね

［
明
］
古
哥
を
吟
じ

［
元
］
其
た
け
七
尺
は
か
り
の
蜘
と
な
つ
て

［
西
］
則
七
尺
は
か
り
の
蜘
の
形
ち
の
化
生
と
な
り
、
我
に
（
朱
線
見
消
、

「
と
な
つ
て
」
と
傍
記
）

［
明
］
即
七
尺
計
の
蜘
と
な
つ
て
、
我
に

［
元
］
か
く
る
と
こ
ろ
を

［
西
明
］
繰
懸
し
を

［
元
］
と
て
行
ゑ
を
し
ら
す
う
せ
ぬ
、

［
西
］
と
て
か
き
け
す
様
に
失
し
也
、（「
失
」「
も
」
胡
粉
上
書
）

［
明
］
は
書
消
様
に
失
ぬ
、
夫
よ
り
我
病
則
い
え
た
り
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［
元
］
是
と
い
ふ
も
偏
に
剱
の
い
と
く
と
思
へ
は
、
け
ふ
よ
り

［
西
］
是
と
申
も
偏
に
剱
の
威
徳
と
思
へ
は
、
今
日
よ
り
し
て
は

［
明
］
是
も
剱
の
威
徳
な
れ
ば
、
今
日
よ
り
は

【
５
ウ
】

［
元
］
か
た
〳
〵
も
つ
て
目
出
た
ふ
候

［
西
］
旁
目
出
度
御
事
に
て
候

［
明
］
か
た
〳
〵
め
で
た
き
御
事
に
て
候

［
元
］
是
に
い
ま
た
御
太
刀
つ
け
の
迹
と
お
ほ
へ
て
血
な
か
れ
候

［
西
］
又
太
刀
付
の
跡
を
見
候
へ
は
、
け
し
か
ら
す
血
の
流
れ
て
候

［
明
］
又
御
太
刀
づ
け
の
跡
を
見
候
へ
ば
、
け
し
か
ら
ず
血
の
流
て
候

［
元
］
此
血
を
し
る
へ
に
た
つ
ね
行

［
西
］
此
血
を
た
ん
だ
へ

［
明
］
是
を
知
べ
に
て
、

［
元
］
実
々
い
し
く
も
申
者
哉
、
さ
ら
は
急
て
参
り
候
へ

［
西
］
ナ
シ
（
上
欄
外
に
朱
書
「
急
て
参
り
候
へ
、
＼
畏
て
候
」）

［
明
］
さ
あ
ら
ば
尋
求
候
へ　

＼
畏
て
候

【
６
オ
】

［
元
］
土
も
木
も
、
我
大
君
の
國
な
れ
は
、
い
つ
く
か
鬼
の
や
と
り
な
る

［
西
］
白
波
の
、
音
更
過
る
諍
ひ
に
、
猶
作
り
そ
ふ
、
凱
哥
（「
凱
哥
」
部

分
、
元
の
本
文
を
胡
粉
抹
消
し
上
書
、「
ト
キ
ノ
コ
ヱ
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
土
も
木
も
、
我
大
君
の
國
な
れ
ば
、
い
づ
こ
か
鬼
の
、
す
み
か
な
る

［
元
］
す
ゝ
み
出

［
西
明
］
ナ
シ

【
６
ウ
】

［
元
西
］
其
声
に
、
力
を
え
た
る
斗
也

［
明
］
其
声
は
、
大
地
に
ひ
ゞ
く
、
計
な
り

［
元
西
］
火
焔
を
放
ち
、
水
を
出
す

［
明
］
ひ
か
り
を
は
な
ち
、
焔
を
出
す

［
元
明
］
年
を
へ
し
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［
西
］
年
を
ふ
る

【
７
オ
】

［
元
西
］
君
か
代
に

［
明
］
時
を
得
て

［
元
］
や
ま
ふ
と
な
り
し
に

［
西
］
奉
れ
は
（「
れ
は
」
胡
粉
上
書
）

［
明
］
奉
れ
は

［
元
西
］
手
に
手
を
と
り
く
み

［
明
］
す
き
間
を
あ
ら
せ
ば

【
７
ウ
】

［
元
西
］
つ
ゝ
め
て
、
た
を
れ
臥
て
そ

［
明
］
つ
ゞ
め
、
す
く
み
か
ね
て
ぞ

［
元
西
］
神
國
王
地

［
明
］
神
國
王
土

［
元
］
い
さ
み
て

［
西
明
］
勇
み

　
「
土
蜘
蛛
」
に
つ
い
て
は
、［
西
］
の
上
部
余
白
に
型
付
が
書
入
れ
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
観
世
元
章
の
型
付
と
考
え
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
深
澤
希

望
氏
が
考
察
す
る
中
で
、
１
オ
の
［
明
］「
典
薬
頭
」
や
［
明
］「
御
館
に

帰
り
候
」
が
［
西
］
の
改
訂
本
文
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、［
西
］

に
明
和
刊
本
に
至
る
前
の
過
渡
的
な
改
訂
が
う
か
が
え
る
こ
と
に
言
及
し

て
い
る６
。
同
様
の
例
は
幾
つ
か
あ
る
が
、
６
オ
の
［
西
］「
白
波
の
」
以

下
な
ど
、［
西
］
で
大
き
く
改
訂
さ
れ
た
本
文
が
［
明
］
に
採
用
さ
れ
て

い
な
い
例
も
あ
り
、［
西
］
の
後
に
さ
ら
に
改
訂
が
行
わ
れ
た
の
が
［
明
］

で
あ
ろ
う
こ
と
は
深
澤
氏
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。本
曲
の
場
合
、［
明
］

の
改
訂
は
全
体
に
わ
た
っ
て
細
か
く
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

◆
藍
染
川

＊
［
西
］（
100
／
16
／
７
）
識
語
「
西
丸
上
ル
卯
月
十
一
日
」（
朱
筆
）。
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【
１
オ
】

［
元
西
］
忘
れ
は
草
の

［
明
］
忘
る
ゝ
草
の

［
元
西
］
忍
ふ
は

［
明
］
忍
ぶ
や

［
元
明
］
つ
く
し
人
の

［
西
］
筑
紫
人
に

［
元
西
］
う
き
中
の
、
う
と
く
成
ぬ
る
身
の
は
て
は
兎
に
も
角
に
も
あ
ら

は
あ
れ
、
此
子
の
為
に
父
を
尋
ね
て

［
明
］
花
色
の
、
う
つ
ろ
は
な
く
に
ひ
き
わ
か
れ
、
お
も
ひ
か
さ
な
る
お

も
ひ
子
の
、
父
を
し
と
ふ
も
見
る
め
う
け
れ
ば

［
元
西
］
馴
も
な
れ
ぬ
に
遠
旅
の
心
は
子
に
や
迷
ふ
ら
む

［
明
］
な
れ
ぬ
旅
路
に
立
そ
ふ
る
子
ゆ
ゑ
に
い
と
ゞ
迷
ふ
な
り

【
１
ウ
】

［
元
］
野
山
い
く
ゑ
か

［
西
］
野
山
幾
重
か
（「
か
」
墨
線
見
消
、「
を
」
と
傍
記
）

［
明
］
い
く
へ
野
山
を

【
２
オ
】

［
元
西
］
急
候
程
に

［
明
］
是
は
は
や

［
元
］
先
此
所
に
て
宿
を
か
ら
ふ
す
る
に
て
候

［
西
］
先
此
処
に
宿
を
か
ら
ふ
す
る
に
て
候

［
明
］
先
此
処
に
て
宿
を
か
ら
ば
や
と
お
も
ひ
候

［
元
明
］
都
方
の
者

［
西
］
旅
人
（
朱
線
見
消
、「
都
方
の
者
」
と
朱
傍
記
）

［
元
西
］
心
得
申
候

［
明
］
や
す
き
御
事
に
て
候

［
元
］
是
は
女
性
旅
人
に
て
候
程
に
、
奥
の
間
に
置
申
さ
う
す
る
に
て
候
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［
西
］
是
は
女
性
の
旅
人
に
て
渡
り
候
、
奥
の
間
に
置
申
さ
う
す
る
に
て

候
（「
渡
り
」
を
朱
線
見
消
、「
渡
り
候
」
の
後
に
「
程
に
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
ナ
シ

【
２
ウ
】

［
元
西
］
神
主
殿
と
申
人
の

［
明
］
神
主
殿
の

［
元
明
］
あ
る
し
に
て
御
座
候

［
西
］
主
に
て
御
座
候
（「
御
座
候
」
朱
線
見
消
、「
候
」
と
朱
傍
記
）

［
元
］
都
よ
り
人
の
文
を
こ
と
つ
か
り
て
候

［
西
］
都
よ
り
人
の
文
を
こ
と
つ
か
り
て
候
（「
人
の
」
朱
線
見
消
）

［
明
］
都
よ
り
と
仰
候
ひ
て
、
此
文
を

［
元
西
］
給
り
候
へ
か
し

［
明
］
給
り
候
へ

［
元
明
］
安
き
御
事
に
て
候

［
西
］
安
き
御
事
（「
に
て
候
」
と
朱
傍
記
）

［
元
西
］
ナ
シ

［
明
］
い
か
に
旅
人
へ
申
候
、
只
今
の
文
を
神
主
殿
の
御
目
に
か
け
て
候

へ
ば
、
則
御
返
事
を
給
は
り
て
候
御
ら
ん
候
へ

［
元
西
］
あ
ら
う
れ
し
や
候

［
明
］
ナ
シ

【
３
オ
】

＊
以
下
、
ア
イ
と
の
問
答
を
省
略
し
て
い
る
場
合
は
、
校
異
の
対
象
か
ら

除
い
て
い
る
。
問
答
に
つ
い
て
は
、［
西
］
が
最
も
詳
し
く
、［
明
］
は

殆
ど
を
省
略
し
て
い
る
。

［
元
］
さ
ら
は
此
文
を
参
ら
せ
ら
れ
や
か
て
御
返
事
を
取
て
給
ひ
候
へ

［
西
］
さ
ら
は
此
文
を
参
ら
せ
候
、
御
返
事
を
取
て
給
り
候
へ

［
元
］
さ
む
候
神
主
殿
へ
申
上
へ
き
子
細
有
て
参
り
て
候

［
西
］
さ
ん
候
神
主
殿
へ
申
上
度
子
細
有
て
参
り
て
候
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［
元
］
都
よ
り
女
性
旅
人
の
一
人
我
等
か
宿
に
御
留
り
候
か
、
此
文
を
神

主
殿
へ
参
ら
せ
よ
と
申
さ
せ
候

［
西
］
都
よ
り
も
女
性
旅
人
の
一
人
我
宿
に
御
泊
り
候
か
、
此
文
を
神
主

殿
へ
参
ら
せ
よ
と
申
さ
れ
候
（「
一
人
」
朱
線
見
消
）

【
３
ウ
】

［
元
］
お
さ
な
き
人
を
は
連
申
さ
れ
て
候　
サ
コ
＼
い
ま
た
某
か
屋
に
御
座
候

［
西
］
稚
き
人
を
一
人
連
申
さ
れ
て
候

［
元
］
左
様
の
御
事
を
は
存
せ
す
候
、
旅
人
の
事
に
て
候
程
に

［
西
］
左
様
の
事
を
は
何
を
も
存
せ
す
、
旅
人
屋
の
事
に
て
候
程
に
（「
左

様
の
」
の
後
に
「
御
」
と
朱
傍
記
、「
何
を
も
」「
、
旅
人
屋
の
事
に
て
」

朱
線
見
消
）

［
元
］
追
う
し
な
ひ

［
西
］
追
出
し

［
元
明
］
神
主
殿
の

［
西
］
神
主
殿
の
（「
の
」
朱
線
見
消
、「
へ
」
と
朱
傍
記
）

［
元
］
軈
て
御
返
事
を
給
つ
て
候
、
急
て

［
西
］
頓
て
御
返
事
を
給
り
て
候
、
急
て

［
明
］
則
御
返
事
を
給
は
り
て
候

【
４
オ
】

［
元
西
］
荒
う
れ
し
と
は
や
く
御
届
候
物
哉
、
さ
ら
は
や
か
て

［
西
］
荒
嬉
し
と
早
く
御
届
候
物
哉
、
頓
て

［
明
］
あ
ら
う
れ
し
や
、
さ
ら
ば

［
元
西
］
御
下
り
珍
敷
候
へ
共

［
明
］
御
下
り
は
珍
し
う
候
へ
共

［
元
西
］
遥
か
の
遠
国
に
独
り
は
下
り
か
た
し

［
明
］
か
ゝ
る
遠
国
に
独
り
は
え
下
り
候
ま
じ

［
元
明
］
對
面
申
事
は

［
西
］
對
面
申
事
も
（「
も
」
朱
線
見
消
、「
は
」
と
朱
傍
記
）
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［
元
西
］
梅
千
世
（［
西
］
表
記
は
「
梅
千
代
」）

［
明
］
梅
丸

＊
以
下
、
４
ウ
・
６
オ
・
７
オ
・
10
ウ
・
12
オ
・
13
オ
も
同
表
記
。

【
４
ウ
】

［
元
西
］
此
身
は
不
肖
な
れ
は

［
明
］
不
肖
な
る
も
の
な
れ
ば

［
元
西
］
帰
り
給
へ

［
明
］
帰
り
候
へ

［
元
］
あ
ら
つ
れ
な
と
か
ゝ
れ
た
り

［
西
］
つ
れ
な
と
書
れ
た
り
（「
な
」
の
後
に
「
や
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
あ
ら
つ
れ
な
く
も
か
ゝ
れ
た
り

［
元
西
］
あ
ら
浅
ま
し
や

［
明
］
あ
さ
ま
し
や

［
元
］
梅
千
世
か
く
て
候
へ
は

［
西
］
梅
千
代
か
く
て
有
な
ら
は

［
明
］
梅
丸
か
く
て
候
へ
ば

【
５
オ
】

［
元
西
］
一
跡

［
明
］
跡

［
元
］
こ
ゝ
ろ
哉

［
西
］
心
な
れ

［
明
］
我
身
な
れ

【
５
ウ
】

［
元
西
］
ひ
た
す
ら
に
、
夢
う
つ
ゝ
な
き
（［
西
］
は
「
平
天
」
に
朱
傍
記

「
ヒ
タ
ス
ラ
」）

［
明
］
こ
は
い
か
に
、
夢
か
う
つ
ゝ
か

［
元
］
置
申
そ
と
の

［
西
］
置
申
そ
と
の
（「
そ
」
朱
線
見
消
、「
な
」
と
朱
傍
記
）
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［
明
］
置
申
ま
じ
き
と
の

［
元
］
こ
の
屋
を
あ
け
て
何
方
へ
も

［
西
］
此
や
を
あ
け
て
何
方
へ
も
（「
此
や
を
あ
け
て
」
朱
線
見
消
）

［
明
］
此
屋
を
出
て
何
方
な
り
と
も

【
６
オ
】

［
元
明
］
立
こ
え

［
西
］
立
寄
（「
寄
」
朱
線
見
消
、「
こ
へ
」
と
朱
傍
記
）

［
元
明
］
ま
ち
給
へ

［
西
］
待
候
へ
（「
候
」
朱
線
見
消
、「
給
」
と
朱
傍
記
）

［
元
明
］
替
り
給
ふ

［
西
］
替
り
果
給
ふ

【
６
ウ
】

［
元
西
］
藍
染
河
に

［
明
］
は
や
染
川
に

【
７
オ
】

［
元
明
］
如
何
な
る

［
西
］
い
か
様
な
る
（「
様
」
朱
線
見
消
）

［
元
］
今
夜
某
か
所
に
留
り
た
る
女
性
に
て
渡
り
候

［
西
］
今
夜
某
か
所
に
留
た
る
女
性
に
て
渡
り
候
（「
今
夜
」「
渡
り
」
朱

線
見
消
）

［
明
］
今
夜
某
ケ
所
に
泊
り
た
る
女
性
に
て
候

【
７
ウ
】

［
元
］
投
給
ひ
て
候
そ
急
て
御
覧
候
へ

［
西
］
な
け
給
ひ
候
、
急
て
御
覧
候
へ

［
明
］
投
給
ひ
て
候
ぞ
御
ら
ん
候
へ

［
元
明
］
御
有
様
や
な

［
西
］
御
事
や

［
元
西
］
か
く
て
ま
し
ま
せ
は
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［
明
］
お
は
し
ま
せ
ば

［
元
西
］
父
母
さ
へ
に
捨
子
と
な
る
、
み
つ
か
ら
は
誰
を
頼
へ
き

［
明
］
母
上
さ
へ
も
ま
し
ま
さ
で
、
今
よ
り
誰
を
頼
べ
き

【
８
オ
】

［
元
西
］
あ
い
そ
め
川
に

［
明
］
染
川
さ
し
て

［
元
］
暫
候
、
是
は
勿
躰
な
き
御
は
た
ら
き
に
て
候

［
西
］
暫
く
候
、
勿
躰
な
き
御
は
た
ら
き
に
て
候
（「
候
」
朱
線
見
消
）

［
明
］
し
ば
ら
く

［
元
明
］
お
こ
と
身
を
投
給
ひ
て
は

［
西
］
御
身
を
投
給
て
は
（「
御
」
朱
線
見
消
、「
お
こ
と
」
と
朱
傍
記
。「
給
」

の
後
に
「
ひ
」
と
朱
傍
記
）

［
元
明
］
留
り
候
へ

［
西
］
留
り
候
へ
（「
候
」
朱
線
見
消
、「
給
」
と
朱
傍
記
）

［
元
］
是
は
母
こ
の
遊
は
さ
れ
た
る
文
に
て
候
、
御
形
見
に
能
御
持
候
へ

［
西
］
是
は
母
こ
の
遊
は
さ
れ
た
る
文
に
て
候
、
御
形
見
に
能
御
持
候
へ

（「
遊
」
に
「
ツ
カ
ハ
ナ
レ
」
と
墨
傍
記
、「
能
」
朱
線
見
消
）

［
明
］
又
是
に
梅
丸
へ
と
書
た
る
ふ
み
の
候
、
是
は
ま
さ
し
く
母
御
の
御

書
置
と
存
候
間
、
か
た
み
と
も
御
覧
候
へ

【
８
ウ
】

［
元
西
］
藍
染
川
に
人
の
お
ほ
く

［
明
］
染
川
に
人
の
お
ほ
く

［
元
］
推
量
仕
り
て
候

［
西
］
推
量
仕
候
（「
仕
」
朱
線
見
消
、「
申
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
推
量
申
て
候

［
元
明
］
某
他
所
に

［
西
］
某
か
他
所
に
（「
か
」
朱
線
見
消
）

［
元
西
］
藍
染
川
に
人
の
多
く
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［
明
］
染
川
に
人
の
多
く

【
９
オ
】

［
元
］
網
を
は
引
か

［
西
明
］
網
を
は
し
ひ
く
か

［
元
］
急
ひ
て
皆
々
あ
か
れ
と
申
付
候
へ

［
西
］
急
て
皆
々
あ
か
れ
と
申
候
へ

［
明
］
み
な
〳
〵
あ
か
れ
と
申
付
候
へ

［
元
］
網
を
は
引
か
、
殺
生
き
ん
た
ん
の
所
に
て
有
そ
、
急
て

［
西
］
網
を
は
し
こ
く
か
、
殺
生
禁
断
の
所
に
て
有
そ
、
急
て

［
明
］
殺
生
禁
断
の
所
な
る
に

［
元
］
や
、
左
近
尉
渡
り
候
か
、
是
へ
神
主
殿
の
御
出
に
て
候
、
急
御
参

り
候
ひ
て
、
此
謂
を
御
申
候
へ

［
西
］
や
、
左
近
尉
に
て
渡
り
候
か
、
是
へ
神
主
殿
の
御
出
に
て
候
、
急

て
御
参
り
有
て
、
此
謂
を
御
申
候
へ
（「
か
」「
是
へ
」
朱
線
見
消
、「
御

出
」
の
前
に
「
是
へ
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
ナ
シ

【
９
ウ
】

［
元
］
＼
心
得
申
候　

＼
い
か
に
申
上
候
、
網
に
て
は
な
く
候
、
人
の
身

を
投
た
る
よ
し
申
候
、
あ
れ
に
左
近
尉
か
候
て
、
謂
を
申
上
う
す
る
と

候
へ
是
へ
参
り
て
候

［
西
］
＼
心
得
申
候　

＼
い
か
に
申
候
、
網
に
て
は
な
く
候
、
人
の
身
を

投
た
る
由
申
候
、
あ
れ
に
左
近
尉
か
候
ひ
て
、
謂
を
申
さ
う
す
る
と
申

て
是
へ
参
り
て
候
（「
申
候
」
の
間
に
「
上
」
朱
傍
記
、「
さ
」
朱
線
見

消
、「
上
」
と
朱
傍
記
、「
申
て
是
へ
参
り
て
」
朱
線
見
消
）

［
明
］
ナ
シ

［
元
］
い
か
に
左
近
尉
、
身
を
投
た
る
と
申
は
い
か
や
う
成
者
に
て
有
そ

［
西
］
い
か
に
左
近
尉
、
身
を
投
た
る
と
申
は
い
か
様
な
る
者
そ

［
明
］
ナ
シ

［
元
］
さ
ん
候
都
よ
り
も
女
性
の
人
を
尋
て
下
り
候
か
、
逢
ぬ
を
恨
て
身

を
な
け
た
る
由
申
候

［
西
］
さ
ん
候
都
よ
り
も
女
性
の
人
を
尋
て
下
り
候
か
、
逢
ぬ
事
を
恨
み
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て
身
を
な
け
た
る
由
申
候

［
明
］
ナ
シ

【
10
オ
】

［
元
西
］
ナ
シ

［
明
］
い
か
に
申
上
候
、
網
に
て
は
な
く
候
、
人
の
身
を
投
た
る
由
申
候

［
元
西
］
言
語
道
断
、
都
よ
り
は
る
は
る
下
り
に
た
る
に
、
あ
は
ぬ
は
ふ

と
く
し
ん
成
者
に
て
有
よ
な

［
明
］
言
語
道
断
、
又

［
元
明
］
者
に
て
有
そ

［
西
］
者
に
て
有
そ
（「
に
て
有
」
朱
線
見
消
）

［
元
］
子
に
て
御
座
候

［
西
明
］
子
に
て
候

［
元
西
］
文
に
て
有
か

［
明
］
文
に
て
は
な
き
か

［
元
］
ナ
シ

［
西
］
ヲ
ト
コ
＼
さ
ん
候
文
に
て
候

［
明
］
供
＼
さ
ん
候
文
に
て
候

【
10
ウ
】

［
元
明
］
見
う
す
る
と

［
西
］
見
度
由
申
て

［
元
］
な
う
其
文
を
そ
と
人
の

［
西
］
い
か
に
梅
千
代
殿
、
其
文
を
そ
と
人
の
（「
人
の
」
朱
線
見
消
）

［
明
］
な
ふ
其
文
を
そ
と
神
主
殿
の

［
元
明
］
仰
候
給
り
候
へ

［
西
］
仰
候
程
に
給
り
候
へ

［
元
明
］
い
や
是
は

［
西
］
否
是
は
（「
否
」
朱
線
見
消
、「
イ
ヤ
」
と
朱
傍
記
）
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［
元
明
］
参
ら
せ
候
ま
し

［
西
］
参
ら
す
る
事
は
候
ま
し

［
元
明
］
ナ
シ

［
西
］
此
方
へ
給
り
候
へ

【
11
オ
】

［
元
西
］
捨
妻
の
衣
〳
〵
な
れ
は
恨
も
な
し

［
明
］
か
く
て
も
恨
ま
じ

［
元
］
子
に
し
れ
ぬ

［
西
］
子
に
し
ら
れ
ぬ

［
明
］
子
を
思
は
ぬ

［
元
西
］
い
ひ
か
ひ
な
く
は

［
明
］
い
ひ
か
ひ
な
く
共

［
元
西
］
一
条
今
出
川
の
御
留
主
、
當
所
の
、
御
名
は
し
ら
ね
と
も
、
御

在
京
の
御
時
は
、
中
務
頼
澄
宰
府
の
神
主

［
明
］
ナ
シ

【
11
ウ
】

［
元
明
］
や
あ
、
言
語
道
断
の
次
第
に
て
候
物
哉

［
西
］
や
、
言
語
道
断
の
次
第
に
て
候
物
哉
（「
物
哉
」
朱
線
見
消
）

［
元
明
］
事
と
社
存
て

［
西
］
事
と
存
て

［
元
明
］
神
主
殿
の
物
仰
ら
れ
う
す
る
と
仰
候

［
西
］
神
主
殿
の
物
を
仰
ら
れ
う
す
る
と
仰
候
（
朱
線
見
消
）

【
12
オ
】

【
12
ウ
】

［
元
西
］
ゆ
ふ
つ
け
の
、
と
り
つ
き
髪
か
き
な
て

［
明
］
思
ひ
子
の
、
黒
か
み
を
か
き
な
で
ゝ

［
元
西
］
い
か
に
左
近
尉
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［
明
］
い
か
に
誰
か
あ
る

［
元
西
］
い
か
に
て
御
座
候

［
明
］
い
か
ゞ
に
て
候

［
元
明
］
惣
而
死
人
を

［
西
］
あ
れ
躰
の
死
人
を

［
元
］
路
地
の
事
を
申

［
西
明
］
ナ
シ

【
13
オ
】

［
元
明
］
そ
と
一
目

［
西
］
そ
と
一
目
（
朱
線
見
消
）

［
元
西
］
し
か
い
の
あ
た
り
成
人
を
の
け
候
へ

［
明
］
あ
た
り
の
人
を
の
け
候
へ

［
元
］
神
主
殿
御
出
有
そ
、
皆
々
罷
の
き
候
へ

［
西
］
神
主
殿
の
御
出
有
そ
、
皆
々
の
き
候
へ

［
明
］
神
主
殿
の
御
出
に
て
候
皆
々
の
き
候
へ

［
元
］
又
梅
千
世
か
事
は
、
某
一
跡
を
譲
り
世
に
た
て
う
す
る
に
て
候

［
西
］
又
梅
千
代
か
事
は
、
某
か
一
跡
を
譲
り
世
に
立
う
す
る
に
て
候

（「
又
」
朱
線
見
消
）

［
明
］
此
う
へ
は
梅
丸
を
ば
そ
れ
が
し
が
家
督
と
な
し
候
は
ん

［
元
西
］
又
御
跡
を
も

［
明
］
又
御
身
の
あ
と
を
ば

【
13
ウ
】

［
元
西
］
面
か
け
の

［
明
］
面
影
も

【
14
オ
】

［
元
西
］
る
い
〳
〵
た
る
、
こ
ふ
む
の
邊
里

［
明
］
ナ
シ
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［
元
西
］
朽
果
て

［
明
］
朽
果
ん

［
元
西
］
い
か
に
左
近
尉

［
明
］
い
か
に
誰
か
あ
る

［
元
明
］
不
便
に
有
間

［
西
］
不
便
に
有
間
（「
有
」
朱
線
見
消
、「
候
」
と
朱
傍
記
）

［
元
］
か
ん
た
ん
く
た
き
、
彼
者
の
命
を
二
度
そ
せ
い
さ
せ
は
や
と
思
ふ

は
い
か
に

［
西
］
肝
膽
を
く
た
き
彼
者
の
命
を
二
度
蘇
生
さ
せ
は
や
と
思
ふ
は
い
か
に

［
明
］
肝
膽
を
摧
き
、
彼
者
を
蘇
生
さ
せ
ば
や
と
お
も
ひ
候

【
14
ウ
】

［
元
］
御
意
尤
に
て
候

［
西
］
御
意
尤
に
て
候
（「
御
意
」
朱
線
見
消
）

［
明
］
尤
に
て
候

［
元
］
さ
ら
は
祝
言
を
参
ら
せ
う
す
る
に
て
候　
サ
コ
＼
し
か
る
へ
う
候

［
西
］
さ
ら
は
頓
て
祝
言
を
参
ら
せ
う
す
る
に
て
候　
ヲ
ト
コ
＼
然
べ
う
候

［
明
］
ナ
シ

［
元
西
］
の
つ
と
を
申
し
け
り

［
明
］
祈
誓
を
申
け
り

［
元
］
に
よ
た
い
し
ゆ

［
西
］
如
■
■
（
■
部
分
、「
諦
受
」
を
胡
粉
抹
消
）

［
明
］
如
諦
珠

［
元
］
十
寳
三
宝
け
い
け
む
し
ゆ

［
西
］
十
方
■
■
■
■
■
■
■
（
■
部
分
、「
三
寳
け
い
け
ん
し
ゆ
」
？
を

胡
粉
抹
消
）

［
明
］
十
方
諸
神
影
現
中

［
元
］
か
し
ん
け
い
れ
い
三
宝
前
つ
め
む
け
つ
そ
く

［
西
］
我
身
敬
礼
三
宝
前
頭
面
せ
つ
そ
く
（「
敬
礼
三
宝
」
朱
線
抹
消
、「
敬

礼
」
に
「
影
現
」、「
三
宝
」
に
「
神
祇
」
と
朱
傍
記
し
、
こ
の
四
字
全
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体
を
胡
粉
抹
消
。
た
だ
し
胡
粉
は
薄
い
）

［
明
］
我
身
影
現
神
祇
前
頭
面
接
足

【
15
オ
】

［
元
］
め
い
ち
よ
に
勝
れ

［
西
］
■
■
■
勝
れ
（
■
部
分
、「
名
如
に
」
を
胡
粉
抹
消
）

［
明
］
明
智
世
に
勝
れ

［
元
明
］
地
を
點
し
て

［
西
］
地
を
轉
し
て

［
元
］
や
本
地
か
く
り
う
如
来

［
西
］
や
本
地
覺
王
如
来

［
明
］
本
地
覺
王
如
来

［
元
西
］
た
ゝ
頼
め
、
し
め
ち
か
原
の
さ
し
も
草
、
わ
れ
世
の
中
に
有
む

限
は

［
明
］
い
の
ら
ず
と
て
も
善
悪
を
正
さ
ぬ
事
の
あ
る
べ
き
や

【
15
ウ
】

［
元
西
］
昨
日
は
北
闕
に
、
〳
〵
悲
し
ひ
を
蒙
る
身
な
れ
と
も
、
け
ふ
は

西
都
に
よ
み
か
へ
さ
む
と
、
生
て
う
ら
み
死
し
て
悦
ふ
、
有
難
の
ち
か

ひ
や
（「
悲
し
ひ
」
を
［
西
］
は
「
悲
し
み
」
と
す
る
）

［
明
］
ナ
シ

［
元
西
］
ナ
シ

［
明
］
い
か
に
何
時
慥
に
き
け
、
謀
書
を
な
し
つ
る
女
を
閻
王
に
お
く
り
、

入
水
の
女
を
蘇
生
せ
し
め
ん
、
今
よ
り
し
て
は
妻
と
定
め
、
梅
丸
を
嫡

子
と
せ
ば
い
よ
〳
〵
家
も
栄
ふ
べ
し

【
16
オ
】

［
元
西
］
み
や
う
〳
〵
と
有

［
明
］
冥
々
た
る

［
元
明
］
い
た
ら
す

［
西
］
至
ら
ん

　
「
藍
染
川
」（
明
和
刊
本
で
は
「
染
川
」）
は
明
和
段
階
で
大
き
く
改
訂
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さ
れ
た
曲
と
い
え
る
が
、
そ
れ
が
［
西
］
で
の
改
訂
を
経
て
成
立
し
た
か

ど
う
か
と
な
る
と
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
な
校
異
が
殆
ど
な
い
。
明
和

段
階
で
の
改
訂
が
大
規
模
な
ら
ば
、
そ
の
前
段
階
で
の
本
文
検
討
の
痕
跡

は
吹
き
飛
ぶ
こ
と
に
な
る
。
８
ウ
の
［
明
］「
推
量
申
て
候
」
や
、
14
ウ

の
［
明
］「
尤
に
て
候
」
な
ど
は
［
西
］
の
改
訂
と
一
致
す
る
が
、
こ
れ

ら
の
一
致
だ
け
で
は
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
。

◆
小
鍛
冶

＊
［
西
］（
100
／
16
／
11
）
識
語
「
享
保
十
四
年
六
月
晦
日
直
ス
／
右
之

通
西
丸
江
章
直
シ
共
ニ
相
納
差
上
候
扣
也　

清
親
」（
朱
筆
）

【
１
オ
】

［
元
］
是
は
一
條
院
に
仕
へ
奉
る

［
西
］
是
は
當
今
に
仕
へ
奉
る
（「
當
今
」
部
分
、「
一
條
院
」
を
胡
粉
抹

消
し
て
上
書
）

［
元
］
去
程
に
今
夜

［
西
］
去
程
に
（
左
に
朱
点
を
打
ち
、
右
に
「
さ
て
も
」
と
傍
記
）

［
明
］
此
暁

［
元
西
］
三
條
小
鍛
冶
宗
近
を
召

［
明
］
三
條
の
小
鍛
冶
宗
近
に

＊
以
下
、［
西
］
は
七
行
程
、
本
文
の
行
間
に
異
な
る
本
文
を
墨
で
傍
記

し
、
そ
の
上
に
貼
紙
を
し
て
傍
記
に
近
似
す
る
本
文
（
も
と
の
本
文
と

同
筆
）を
記
し
、そ
れ
を
さ
ら
に
朱
墨
と
胡
粉
で
改
訂
す
る
。以
下
、［
西
］

は
貼
紙
の
下
の
本
文
を
示
し
、
傍
記
の
掲
出
は
省
略
し
、
貼
紙
の
記
事

を
［
西
貼
紙
］
と
し
て
示
す
。

［
元
西
］
急
宗
近
を
召
よ
せ
此
事
を
申
付
は
や
と
存
候

［
西
貼
紙
］
只
今
宗
近
か
私
へ
と
急
候
（「
只
今
」
部
分
、
元
の
二
字
を
胡

粉
抹
消
し
上
書
。「
私
」
に
朱
圏
点
を
打
ち
、「
私
宅
」
と
朱
書
、
そ
れ

を
朱
線
見
消
に
し
て
「
許
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
今
宗
近
が
私
宅
へ
立
越
候

［
元
西
］
い
か
に
誰
か
あ
る　
ト
モ
＼
御
前
に
候　
大
臣
＼
三
條
の
小
鍛
冶
宗

近
か
私
宅
に
越
、
仰
付
ら
る
へ
き
子
細
有
、
急
き
参
内
仕
れ
と
申
付
候

へ　
　
ト
モ
＼
畏
て
候　
大
臣
＼
い
か
に
宗
近
、
汝
に
御
剱
を
う
た
せ
ら
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る
へ
き
と
の
勅
定
に
て
あ
る
そ
、
急
て
仕
り
候
へ
（
た
だ
し
［
西
］
は

「
子
細
有
間
」）

［
西
貼
紙
］
い
か
に
此
屋
の
内
に
宗
近
か
あ
る
か
（「
此
屋
の
内
に
」「
か

あ
る
か
」
左
に
朱
線
を
引
く
）　
ワ
キ
＼
宗
近
と
は
誰
に
て
渡
り
候
ぞ

（「
誰
」
に
「
い
つ
」
と
朱
傍
記
、「
候
そ
」
に
「
候
ら
ん
」
と
朱
傍
記
）

　
ワ
キ
ツ
レ
＼
是
は
一
條
院
の
勅
使
に
て
あ
る
ぞ
と
よ
（「
一
條
院
の
」
墨

線
見
消
、「
使
に
て
あ
る
ぞ
と
よ
」
左
に
朱
点
を
打
ち
、
右
に
「
を
承

り
て
是
迄
来
り
た
り
」
と
朱
傍
記
）、
扨
も
帝
今
夜
ふ
し
き
の
御
つ
げ

ま
し
ま
す
に
よ
り
、
宗
近
を
召
御
釼
を
う
た
せ
ら
る
べ
き
と
の
勅
定
に

て
あ
る
そ
（「
に
て
あ
る
そ
」
朱
線
見
消
、「
な
り
」
と
傍
記
）、
急
て

仕
候
へ
）

［
明
］
い
か
に
こ
の
屋
の
内
に
宗
近
が
あ
る
か　
ワ
キ
＼
宗
近
と
は
誰
に
て

わ
た
り
候
ぞ　
ワ
キ
ツ
レ
＼
是
は
勅
使
に
て
あ
る
ぞ
と
よ
、
さ
て
も
此
暁

ふ
し
ぎ
の
御
告
ま
し
ま
す
に
よ
り
、
宗
近
を
め
し
御
剱
を
う
た
せ
ら
る

べ
き
と
の
勅
諚
な
り
、
打
て
奉
候
へ

【
１
ウ
】

［
元
明
］
御
剱
も
成
就
候
へ
け
れ

［
西
］
御
剱
も
成
就
候
へ
け
れ
（「
候
」
に
朱
点
を
打
ち
、「
仕
」
と
朱
傍
記
）

【
２
オ
】

［
元
］
兎
角
に
御
返
事

［
西
明
］
兎
角
の
御
返
事

［
元
西
］
実
々
汝
か
申
所
は
こ
と
は
り
な
れ
と
も
、
帝
不
思
議
の
御
告
ま

し
ま
せ
は
、
頼
母
敷
お
も
ひ
つ
ゝ
、
は
や
〳
〵
領
掌
申
へ
し
と
、
重
て

宣
旨
な
り
け
れ
は
（［
西
］
は
「
掌
」
に
「
状
」
と
朱
傍
記
。
ま
た
［
西
］

は
、「
宣
旨
有
け
れ
は
」
の
本
文
で
、「
有
」
を
朱
線
見
消
、
右
に
「
な

り
」
と
朱
書
、
こ
れ
を
朱
線
見
消
し
て
左
に
「
あ
り
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
申
す
と
こ
ろ
は
こ
と
わ
り
な
れ
ど
も
、
御
つ
げ
と
い
ひ
勅
諚
を
、

い
な
み
申
さ
ば
お
そ
れ
な
り
、
は
や
〳
〵
勅
に
し
た
が
ふ
べ
し

【
２
ウ
】

［
元
明
］
も
し
も

［
西
］
若
も
（「
若
」
に
朱
点
を
打
ち
、「
猶
」
と
朱
傍
記
）

［
元
西
］
さ
あ
ら
は
私
宅
に
帰
其
用
意
を
仕
候
へ
し
、
急
て
壇
を
御
つ
か

せ
候
へ
（［
西
］
は
こ
の
記
事
に
朱
線
を
引
き
、
そ
の
前
と
後
に
朱
で
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△
を
記
す
）

［
明
］
ナ
シ

【
３
オ
】

［
元
明
］
稲
荷
に
参
り

［
西
］
稲
荷
へ
参
り
（「
へ
」
朱
線
見
消
、「
に
」
と
傍
記
）

［
元
明
］
な
へ
て
な
ら
さ
る
御
事
の

［
西
］
な
べ
て
な
ら
ざ
る
御
事
の
（「
事
」
に
朱
点
を
打
ち
、「
み
姿
」
と

朱
傍
記
）

［
元
西
］
い
か
な
る
人
に
て
ま
し
ま
す
そ
（［
西
］
は
「
そ
」
に
朱
点
を
打

ち
、「
か
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
そ
も
何
事
に
て
有
や
ら
ん

［
元
西
］
雲
の
上
な
る
帝
よ
り
、
剱
を
う
ち
て
参
ら
せ
よ
と
、
汝
に
仰
有

し
よ
な
ふ
（［
西
］
は
「
帝
よ
り
」
に
朱
点
を
打
ち
、「
み
こ
と
の
り
」

と
朱
傍
記
）

［
明
］
わ
が
大
君
の
御
つ
る
ぎ
を
、
汝
に
う
ち
て
た
て
ま
つ
れ
と
、
只
今

宣
旨
有
し
よ
な
ふ

【
３
ウ
】

［
元
］
我
の
み
し
れ
は
余
所
人
迄
も

［
西
］
我
の
み
し
れ
は
こ
そ
人
迄
も
（「
こ
」
に
「
よ
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
唯
わ
れ
の
み
か
よ
そ
人
迄
も

［
元
］
天
に
拝
あ
り

［
西
明
］
天
に
聲
有

［
元
明
］
壁
に
耳
岩
の
も
の
い
ふ

［
西
］
壁
に
耳
岩
の
物
い
ふ
（
以
上
八
字
に
朱
点
を
打
ち
、「
汝
も
知
れ
は

我
も
し
る
」「
教
あ
り
て
ふ
」
と
朱
傍
記
）

［
元
］
雲
の
上
人
の
御
剱
の

［
西
］雲
の
上
な
る
御
剱
の（「
な
る
」部
分
、「
人
の
」を
胡
粉
抹
消
し
上
書
）

［
明
］
雲
の
上
な
る
御
つ
る
ぎ
の

［
元
明
］
か
な
は
さ
る
へ
き
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［
西
］
叶
は
さ
る
へ
き
（「
へ
き
」
に
朱
点
を
打
ち
、「
ら
ん
」
と
朱
傍
記
）

【
４
オ
】

［
元
西
］
近
比
面
白
き
人
に
参
り
あ
ひ
て
候
物
か
な
、
猶
々
剱
の
謂
御
存

知
候
は
ゝ
御
物
語
候
へ　

＼
さ
ら
は
語
て
き
か
せ
申
候
へ
し
（［
西
］

は
こ
の
全
体
を
朱
線
で
囲
う
）

［
明
］
ナ
シ

【
４
ウ
】

［
元
］
晋
の
乱
れ
を
治
め

［
西
］
秦
の
乱
れ
を
定
め
（「
定
」、「
治
」
を
胡
粉
抹
消
し
上
書
）

［
明
］
秦
の
乱
を
定
め

［
元
］
又
煬
帝
か
け
い
の
つ
る
き

［
西
］
又
煬
帝
の
け
い
の
釼
（「
の
」、「
か
」
を
胡
粉
抹
消
し
上
書
）

［
明
］
又
文
帝
の
飛
景
の
釼

［
元
西
］
し
う
し
つ
の
ひ
か
り
を
、
う
は
へ
り

［
明
］
流
星
の
ひ
か
り
を
、
う
ば
へ
り

［
元
西
］
鍾
馗
大
臣
も

［
明
］
鍾
馗
の
霊
も

【
５
オ
】

［
元
］
景
行
天
皇
、
詔
の
御
名
を
は

［
西
］
景
行
天
皇
、
御
子
の
御
名
を
は
（「
御
子
」
部
分
、「
尊
」
を
胡
粉

抹
消
し
上
書
）

［
明
］
景
行
天
皇
の
、
皇
子
の
命
の
御
名
を
ば

【
５
ウ
】

［
元
西
］
あ
ら
め
や
と
、
思
ひ
つ
ゝ
け
て
行
ほ
と
に

［
明
］
あ
ら
ば
や
と
、
お
ぼ
し
つ
ゞ
け
て
お
は
し
ま
す

［
元
西
］
数
度
に
及
へ
る

［
明
］
数
度
に
及
べ
ば

［
元
西
］
尊
の
御
宇
よ
り

［
明
］
尊
こ
れ
よ
り
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【
６
オ
】

［
元
］
餘
煙
し
き
り
に
も
え
き
た
り

［
西
明
］
餘
焔
頻
に
燃
あ
か
り

【
６
ウ
】

［
元
西
］
失
せ
て
む
け
り

［
明
］
失
て
け
り

【
７
オ
】

［
元
西
］
其
草
な
き
の

［
明
］
か
の
草
薙
の

［
元
西
］
時
に
と
つ
て
の

［
明
］
折
か
ら
こ
と
に

［
元
明
］
如
何
成
人
そ

［
西
］
い
か
な
る
人
そ
（「
そ
」
に
朱
点
を
打
ち
、「
か
」
と
朱
傍
記
）

【
８
オ
】

［
元
西
］
宗
近
時
に
至
て

［
明
］
宗
近
が
時
に
至
つ
て

［
元
西
］
仁
王
六
十
六
代
一
條
院
の
御
宇
に

［
明
］
人
皇
六
十
六
代
の
朝
廷
に

［
元
］
伊
弉
冊
の

［
西
］
伊
弉
冊
の
（
末
尾
に
「
尊
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
伊
弉
冊
の
尊

【
８
ウ
】

［
元
西
］
な
ん
せ
む
そ
う
か
た
こ
く
、
は
し
み
た
尊
者
よ
り
以
来
、
天
國

ひ
つ
き
の
子
孫
に
傳
て
い
ま
に
至
れ
り
（
た
だ
し
［
西
］
は
「
は
し
み

た
」
部
分
、「
は
つ
し
み
た
」
と
す
る
）

［
明
］
素
戔
嗚
尊
、
八
股
の
大
蛇
を
討
給
、
其
尾
の
剱
を
取
出
て
、
天
の

御
神
に
捧
ま
し
、
八
寸
鏡
に
つ
ゞ
き
た
る
皇
御
國
の
御
寳
と
て
、
熱
田

の
社
に
鎮
祭
れ
り
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［
元
明
］
諸
神

［
西
］
衆
神
（「
衆
」
朱
線
見
消
、「
諸
」
と
朱
傍
記
）

【
９
オ
】

［
元
］
童
男
壇

［
西
明
］
東
南
壇

【
10
オ
】

［
元
明
］
村
雲
と
も

［
西
］
村
雲
共
（「
共
」
に
朱
点
を
打
ち
、「
と
は
」
と
朱
傍
記
）

［
元
明
］
稲
荷
の
神
躰

［
西
］
稲
荷
の
神
躰
（「
躰
」
に
朱
点
を
打
ち
、「
通
」
と
朱
傍
記
）

　
「
小
鍛
冶
」
の
場
合
、
１
オ
の
問
答
の
［
西
］
の
貼
紙
改
訂
本
文
が
明

和
刊
本
と
の
一
致
度
が
高
い
点
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
他
に
も
、
１
オ
の

［
明
］「
是
は
當
今
に
仕
へ
奉
る
」、
３
ウ
の
「［
明
］
雲
の
上
な
る
御
つ
る

ぎ
の
」
４
ウ
の
［
明
］「
秦
の
乱
を
定
め
」
な
ど
、［
西
］
の
改
訂
本
文
が

［
明
］
と
一
致
す
る
箇
所
を
確
認
で
き
る
。
一
方
で
、［
明
］
の
段
階
で
さ

ら
に
改
訂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
異
同
も
、
本
稿
で
扱
っ
た
他
の
多
く
の

曲
同
様
、
多
い
。

五
、
小
括

　

本
稿
で
は
、
西
丸
へ
の
献
上
識
語
が
あ
る
観
世
文
庫
の
紺
表
紙
一
番
綴

謡
本
の
十
冊
の
う
ち
、「〔
和
布
刈
〕」
と
「
大
社
」
を
除
く
八
冊
に
つ
い
て
、

そ
の
本
文
を
検
討
し
た
。
特
に
「
岩
舩
」「
土
蜘
蛛
」「
小
鍛
冶
」
に
お
い

て
、
西
丸
へ
の
献
上
本
扣
え
の
本
文
を
さ
ら
に
改
訂
す
る
形
で
、
明
和
改

正
謡
本
の
本
文
が
成
立
し
た
と
思
し
き
経
緯
が
顕
著
に
み
ら
れ
、
ま
た
他

の
曲
で
も
、
部
分
的
に
明
和
刊
本
と
の
共
通
性
を
持
つ
本
文
改
訂
を
、
西

丸
へ
の
献
上
本
の
扣
え
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。一
方
で
、「
藍
染
川
」

の
よ
う
に
、
西
丸
へ
の
献
上
本
扣
え
の
本
文
と
明
和
刊
本
と
の
関
係
が
見

出
し
づ
ら
い
曲
も
あ
る
。
部
分
的
に
共
通
性
が
あ
る
曲
の
場
合
で
も
、
西

丸
へ
の
献
上
本
扣
え
を
改
訂
し
た
本
文
と
明
和
刊
本
と
の
間
に
も
相
当
な

距
離
が
あ
り
、
明
和
刊
本
で
の
改
訂
が
大
が
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、

曲
に
よ
っ
て
は
細
部
を
多
く
直
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ

た
。
明
和
刊
本
で
は
五
十
宮
倫
子
へ
の
翳
詞
「
急
」
を
徹
底
し
て
抹
消
す

る
が
、［
西
］
の
「
輪
蔵
」「
花
月
」「
岩
舟
」「
土
蜘
蛛
」「
藍
染
川
」「
小
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鍛
冶
」
で
は
、
西
丸
献
上
本
の
本
文
を
改
訂
し
た
段
階
で
も
「
急
」
の
字

が
確
認
で
き
、
こ
れ
ら
は
宝
暦
年
間
以
前
の
改
訂
と
推
測
さ
れ
る
。

　

元
禄
三
年
刊
本
と
の
校
異
は
参
考
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
、
享
保
年
間

に
観
世
清
親
と
幕
府
の
間
で
行
わ
れ
た
改
訂
の
全
体
は
厳
密
に
は
特
定
で

き
な
い
。
内
組
曲
の
場
合
、
十
三
世
観
世
大
夫
の
滋
章
（
重
記
）
の
名
前

が
刊
記
に
入
っ
た
正
徳
六
年
三
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
に
よ
っ
て
、
十
四
世

清
親
の
前
段
階
で
の
公
的
な
本
文
が
確
認
で
き
る
の
に
対
し
、
外
組
曲
で

は
事
情
が
異
な
る
。
た
だ
し
、［
西
］
や
［
石
］
に
朱
や
胡
粉
、
貼
紙
等

で
加
え
ら
れ
た
改
訂
は
、
享
保
十
年
代
か
ら
宝
暦
年
間
ま
で
の
間
、
も
し

清
親
時
代
な
ら
ば
没
年
の
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
以
前
に
施
さ
れ
た
も

の
で
、
そ
こ
に
一
部
、
明
和
刊
本
に
通
じ
る
要
素
が
あ
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
明
和
刊
本
が
十
五
世
観
世
元
章
と
幕
府
と
の
密
接
な
関
係
を
背
景

に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
外
組
の
曲
に
つ
い
て
、
享
保

年
間
に
西
丸
に
献
上
さ
れ
た
謡
本
の
本
文
を
さ
ら
に
改
訂
す
る
形
で
、
明

和
刊
本
が
準
備
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
、
理
解
し
や
す
い
経
緯

で
も
あ
る
。

　

同
じ
く
西
丸
献
上
の
扣
え
で
あ
る
こ
と
を
示
す
石
畳
艶
出
模
様
表
紙
謡

本
と
比
べ
る
と
、「
輪
蔵
」「
岩
舩
」「
鶴
亀
」
で
は
紺
表
紙
謡
本
（［
西
］）

の
改
訂
本
文
の
方
が
明
和
刊
本
に
近
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
、「
半
蔀
」
で

は
石
畳
艶
出
模
様
表
紙
謡
本
（［
石
］）
の
改
訂
本
文
の
方
が
明
和
刊
本
に

近
い
と
い
う
相
違
も
判
明
し
た
。
石
畳
艶
出
模
様
表
紙
謡
本
の
性
格
に
つ

い
て
は
、
追
っ
て
本
文
を
検
討
す
る
中
で
さ
ら
に
考
え
て
い
き
た
い
。

注1	

こ
れ
ら
の
本
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
観
世
元
章
手
沢
・
石
畳

艶
出
模
様
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
の
周
辺
」（『
観
世
元
章
の
世
界
』
檜

書
店
、
二
〇
一
四
年
）
で
ふ
れ
た
。

2	

表
章
『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究	

謡
本
の
部
』（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
六

五
年
）。

3	

大
森
雅
子
「
明
和
本
に
関
す
る
一
考
察
―
そ
の
諸
版
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
観
世
』
五
〇
―
五
、
一
九
八
三
年
五
月
）。

４	

『
観
世
』
三
九
─
四
～
四
四
─
二
、
一
九
七
二
～
七
七
年
。

５	

観
世
文
庫
所
蔵
の
写
真
帳
に
拠
る
。

６	

深
澤
希
望
「「
師
家
」
の
型
、「
弟
子
」
の
型
―
『
享
保
十
四
年
清
親

奥
書
紺
表
紙
謡
本
・
土
蜘
蛛
』
型
付
書
入
れ
を
め
ぐ
っ
て
」（
注
１

前
掲
『
観
世
元
章
の
世
界
』）。


